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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, ix ページ

• 表記法, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, x ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xi ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わる、ハードウェア設置
者およびネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、へご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章では、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』に
記載されている新しい機能と変更された機能に関するリリース固有の情報について説明します。

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』に記
載されている新機能および変更機能をまとめたものです。それぞれの説明が記載されている箇所

も併記されています。

表 1：MDS NX-OS リリース 6.x の新機能と変更された機能

参照先変更さ

れたリ

リース

説明機能

PIMの設定, （33ページ）6.1(2)I3(2)起動時あるいは IPアドレス
またはインターフェイス状

態の変更後に指定ルータの

選定への参加を遅らせる機

能が追加されました。

PIM

IGMPスヌーピングの設定,
（81ページ）

6.1(2)I2(2)IGMPスヌーピングレポー
トをフィルタリングする機

能が追加されました。

IGMPスヌーピング

IGMPの設定, （15ペー
ジ）

6.1(1)I2(2)レイヤ 2スイッチングのサ
ポートが追加されました。

IGMP
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参照先変更さ

れたリ

リース

説明機能

IGMPスヌーピングの設定,
（81ページ）

6.1(1)I2(2)この機能が導入されまし

た。

IGMPスヌーピング

PIMの設定, （33ページ）6.1(1)I2(2)PIMASMに対する vPCのサ
ポートが追加されました。

PIM
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第 2 章

概要

この章では、Cisco NX-OSのマルチキャスト機能について説明します。

• マルチキャストについて, 3 ページ

• マルチキャスト機能のライセンス要件, 12 ページ

• マルチキャストに関する注意事項と制限事項, 12 ページ

• マルチキャスト機能のハイアベイラビリティ要件, 12 ページ

• 仮想デバイスコンテキスト, 13 ページ

• テクニカルサポート, 13 ページ

マルチキャストについて
IPマルチキャストは、ネットワーク内の複数のホストに同じ IPパケットセットを転送する機能
です。 IPv4ネットワークで、マルチキャストを使用して、複数の受信者に効率的にデータを送信
できます。

マルチキャストは、マルチキャストデータの配信機能と、送信元および受信者の検出機能からな

り、マルチキャストデータは、グループと呼ばれる IPマルチキャストアドレス宛に送信されま
す。多くの場合、グループおよび送信元 IPアドレスを含むマルチキャストアドレスは、チャネ
ルと呼ばれます。 Internet Assigned Number Authority（IANA）では、IPv4マルチキャストアドレ
スとして、224.0.0.0～ 239.255.255.255を割り当てています。詳細については、次の URLを参照
してください。http://www.iana.org/assignments/multicast-addresses

マルチキャスト関連のRFCの一覧については、付録A「IPマルチキャストに関する IETFRFC」
を参照してください。

（注）

ネットワーク上のルータは、受信者からのアドバタイズメントを検出して、マルチキャストデー

タの要求対象となるグループを特定します。その後、ルータは送信元からのデータを複製して、
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対象の受信者へと転送します。グループ宛のマルチキャストデータが送信されるのは、そのデー

タを要求する受信者を含んだ LANセグメントだけです。

次の図に、1つの送信元から 2つの受信者へと、マルチキャストデータを送信する場合の例を示
します。この図で、中央のホストが属する LANセグメントにはマルチキャストデータを要求す
る受信者が存在しないため、このホストは受信者にデータを転送しません。

図 1：1 つの送信元から 2 つの受信者へのマルチキャストトラフィック

Multicast Distribution Tree（MDT）
マルチキャスト配信ツリーとは、送信元と受信者を中継するルータ間の、マルチキャストデータ

の伝送パスを表します。マルチキャストソフトウェアはサポートするマルチキャスト方式に応じ

て、タイプの異なるツリーを構築します。

送信元ツリー

送信元ツリーは、ネットワーク経由でマルチキャストトラフィックを伝送する場合の最短パスで

す。送信元から特定のマルチキャストグループへと送信されたマルチキャストトラフィックが、

同じグループにトラフィックを要求する受信者へと転送されます。送信元ツリーは、最短パスと
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しての特性から、最短パスツリー（SPT）と呼ばれることがあります。次の表に、ホストAを起
点とし、ホスト Bおよび Cに接続されているグループ 224.1.1.1の送信元ツリーを示します。

図 2：送信元ツリー

(S, G)は、グループGの送信元 Sから送信されるマルチキャストトラフィックを表します。この
図のSPTは、(192.0.2.1, 224.1.1.1)と書き表されます。同じグループの複数の送信元からトラフィッ
クを送信できます。

共有ツリー

共有ツリーとは、共有ルート、つまりランデブーポイント（RP）から各受信者に、ネットワーク
経由でマルチキャストトラフィックを伝送する共有配信パスを表します（RPは各送信元へのSPT
を作成します）。共有ツリーは、RPツリー（RPT）とも呼ばれます。次の図に、ルータ Dを RP
とする場合の、グループ 224.1.1.1の共有ツリーを示します。データはホスト Aおよびホスト D
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からルータD（RP）に送信され、そこから受信者ホストBおよびホストCにトラフィックが転送
されます。

図 3：共有ツリー

(*, G)は、グループ Gの任意の送信元から送信されるマルチキャストトラフィックを表します。
この図の共有ツリーは、(*, 224.2.2.2)と書き表されます。

マルチキャスト転送

マルチキャストトラフィックは任意のホストを含むグループ宛に送信されるため、ルータはReverse
PathForwarding（RPF）を使用して、グループのアクティブな受信者にデータをルーティングしま
す。受信者がグループに参加すると、パスは RP（ASMモード）向けに形成されます。送信元か
ら受信者へのパスは、受信者がグループに加入したときに作成されたパスと逆方向になります。

マルチキャストパケットが着信するたびに、ルータは RPFチェックを実行します。送信元に接
続されたインターフェイスにパケットが着信した場合は、グループの発信インターフェイス（OIF）
リスト内の各インターフェイスからパケットが転送されます。それ以外の場合、パケットはド

ロップされます。

次の図に、異なるインターフェイスから着信したパケットについて、RPFチェックを行う場合の
例を示します。 E0に着信したパケットは、RPFチェックに失敗します。これは、ユニキャスト
テーブルで、対象の送信元ネットワークがインターフェイスE1に関連付けられているためです。
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E1に着信したパケットは、RPFチェックに合格します。これは、ユニキャストルートテーブル
で、対象の送信元ネットワークがインターフェイス E1に関連付けられているためです。

図 4：RPF チェックの例

Cisco NX-OSの PIM
Cisco NX-OSは、Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモードを使用したマルチキャスト
をサポートします。 PIMは IPルーティングプロトコルに依存せず、使用されているすべてのユ
ニキャストルーティングプロトコルが提供するユニキャストルーティングテーブルを利用でき

ます。 PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィック
が伝送されます。 Cisco NX-OSでは、PIMデンスモードはサポートされません。

このマニュアルで、「PIM」という用語は PIMスパースモードバージョン 2を表します。（注）

マルチキャストコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにする必要があります。ド
メイン内の各ルータのインターフェイス上で、PIMをイネーブルにしないかぎり、マルチキャス
ト機能はイネーブルになりません。 PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。デフォルトで
は、IGMPがシステムで稼働しています。

マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、ルー
ティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。 PIMは、複数の送信元
からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送される送信

元配信ツリーを構築します。

配信ツリーは、リンク障害またはルータ障害のためにトポロジが変更されると、トポロジを反映

して自動的に変更されます。 PIMは、マルチキャスト対応の送信元と受信者の両方を動的に追跡
します。

ルータはユニキャストルーティングテーブルおよび RPFルートを使用して、マルチキャストを
実行するためのマルチキャストルーティング情報を生成します。
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このマニュアルでは、「IPv4用の PIM」という表現は、Cisco NX-OSにおける PIMスパース
モードの実装を表します。

（注）

次の図に、IPv4ネットワーク内の 2つの PIMドメインを示します。

図 5：IPv4 ネットワーク内の PIM ドメイン

•矢印の付いた直線は、ネットワークで伝送されるマルチキャストデータのパスを表します。
マルチキャストデータは送信元ホストの Aおよび Dから発信されます。

•点線でつながれているルータ Bおよび Fは、Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）ピ
アです。MSDPを使用すると、他の PIMドメイン内にあるマルチキャスト送信元を検出で
きます。
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•ホストBおよびホストCではマルチキャストデータを受信するため、インターネットグルー
プ管理プロトコル（IGMP）プロトコルを使用して、マルチキャストグループへの加入要求
をアドバタイズします。

•ルータ A、C、および Dは指定ルータ（DR）です。 LANセグメントに複数のルータが接続
されている場合は（Cや Eなど）、PIMソフトウェアによって DRとなるルータが 1つ選択
されます。これにより、マルチキャストデータの窓口として、1つのルータだけが使用され
ます。

ルータ Bとルータ Fは、それぞれ異なる PIMドメインのランデブーポイント（RP）です。 RP
は、複数の送信元と受信者を接続するため、PIMドメイン内の共通ポイントとして機能します。

PIMは送信元と受信者間の接続に関して、次のマルチキャストモードをサポートしています。

• Any Source Multicast（ASM）

マルチキャスト用の RPFルートを定義することもできます。

ASM
Any Source Multicast（ASM）は PIMツリー構築モードの 1つです。新しい送信元および受信者を
検出する場合には共有ツリーを、受信者から送信元への最短パスを形成する場合は送信元ツリー

を使用します。共有ツリーでは、ランデブーポイント（RP）と呼ばれるネットワークノードを
ルートとして使用します。送信元ツリーは第 1ホップルータをルートとし、アクティブな発信元
である各送信元に直接接続されています。ASMモードでは、グループ範囲に対応する RPが必要
です。 RPは静的に設定することもできれば、Auto-RPプロトコルまたはブートストラップルー
タ（BSR）プロトコルを使用して、グループと RP間の関連付けを動的に検出することもできま
す。 RPが学習されている場合、グループは ASMモードで動作します。

RPを設定する場合、デフォルトモードは ASMモードです。

マルチキャスト用 RPF ルート
スタティックマルチキャスト RPFルートを設定すると、ユニキャストルーティングテーブルの
定義内容を無効にすることができます。この機能は、マルチキャストトポロジとユニキャスト

トポロジが異なる場合に使用されます。

IGMP
システムは、PIMの場合はインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）をデフォルトで実
行しています。

IGMPは、マルチキャストグループのメンバーシップを要求するため、マルチキャストデータを
受信する必要があるホストで使用されます。グループメンバーシップが確立されると、対象のグ

ループのマルチキャストデータが要求元ホストの LANセグメントに転送されます。

インターフェイスには IGMPv2または IGMPv3を設定できます。 SSMモードをサポートする場合
は、IGMPv3を使用するのが一般的です。デフォルトでは IGMPv2がイネーブルになっています。
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IGMP スヌーピング
IGMPスヌーピングは、VLANで既知の受信者に接続された一部のポートだけにマルチキャスト
トラフィックを転送する機能です。対象ホストからの IGMPメンバーシップレポートメッセー
ジを調べる（スヌーピングする）ことにより、マルチキャストトラフィックは対象ホストが接続

された VLANポートだけに送信されます。システムでは、IGMPスヌーピングがデフォルトで稼
働しています。

ドメイン内マルチキャスト

Cisco NX-OSでは、PIMドメイン間でマルチキャストトラフィック送信を実行するための方法が
提供されます。

MSDP
Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）は、PIMと組み合わせて使用することで、異なる PIM
ドメイン内にあるマルチキャスト送信元を検出できるようにするマルチキャストルーティングプ

ロトコルです。

Cisco NX-OSでは、MSDP設定が不要な PIM Anycast-RPをサポートしています。（注）

MBGP
Multiprotocol BGP（MBGP）は BGP4の拡張機能であり、ルータによるマルチキャストルーティ
ング情報の伝送を可能にします。このマルチキャスト情報を使用すると、PIMを介して、外部の
BGP自律システム（AS）内の送信元と通信できます。

MRIB
Cisco NX-OS IPv4 Multicast Routing Information Base（MRIB）は、PIMや IGMPなどのマルチキャ
ストプロトコルで生成されるルート情報を格納するためのリポジトリです。MRIBはルート情報
自体には影響を及ぼしません。MRIBは仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）イン
スタンスごとに、独立したルート情報を保持します。

Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアアーキテクチャの主要コンポーネントは次のとおりで
す。

• Multicast FIB（MFIB）Distribution（MFDM）API：MRIBを含むマルチキャストレイヤ 2お
よびレイヤ 3コントロールプレーンモジュールと、プラットフォームフォワーディングプ
レーン間のインターフェイスを定義します。コントロールプレーンモジュールは、MFDM
APIを使用してレイヤ 3ルートアップデートを送信します。
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•マルチキャストFIB配信プロセス：すべての関連モジュールおよびスタンバイスーパーバイ
ザに、マルチキャストアップデートメッセージを配布します。このプロセスはスーパーバ

イザだけで実行されます。

•レイヤ 2マルチキャストクライアントプロセス：レイヤ 2マルチキャストハードウェア転
送パスを構築します。このプロセスは、スーパーバイザとモジュールの両方で実行されま

す。

•ユニキャストおよびマルチキャスト FIBプロセス：レイヤ 3ハードウェア転送パスを管理し
ます。このプロセスは、スーパーバイザとモジュールの両方で実行されます。

次の図に、Cisco NX-OSマルチキャストソフトウェアのアーキテクチャを示します。

図 6：Cisco NX-OS マルチキャストソフトウェアのアーキテクチャ
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仮想ポートチャネルおよびマルチキャスト

仮想ポートチャネル（vPC）：1台のデバイスで 2台のアップストリームスイッチのポートチャ
ネルを使用できるようにします。 vPCを設定すると、次のマルチキャスト機能に影響が及ぶ場合
があります。

• PIM：Cisco NX-OSデバイス用の Cisco NX-OSソフトウェアは、vPC上の PIM SSMをサポー
トしません。 Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCでの PIM ASMを完全にサポートします。

• IGMPスヌーピング：vPCピアの設定を同一にする必要があります。

マルチキャスト機能のライセンス要件
次に、ライセンスを必要とするマルチキャスト機能を示します。

• PIM

• MSDP

次に、ライセンスが不要なマルチキャスト機能を示します。

• IGMP

• IGMPスヌーピング

Cisco NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してくだ
さい。

マルチキャストに関する注意事項と制限事項
•レイヤ 3 IPv6マルチキャストルーティングはサポートされていません。

•レイヤ 2 IPv6マルチキャストパケットは、着信 VLANでフラッディングされます。

マルチキャスト機能のハイアベイラビリティ要件
マルチキャストルーティングプロトコルを再起動すると、MRIBプロセスによってステートが回
復されます。スーパーバイザのスイッチオーバーが発生した場合、MRIBはハードウェアからス
テートを回復し、マルチキャストプロトコルは定期的なメッセージアクティビティからステート

を回復します。ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High
Availability and Redundancy Guide』を参照してください。
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仮想デバイスコンテキスト
Cisco NX-OSでは、仮想デバイスをエミュレートする Virtual Device Context（VDCs）に、OSおよ
びハードウェアリソースを分割できます。 Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、現在のとこ
ろ、複数の VDCをサポートしていません。すべてのスイッチリソースはデフォルト VDCで管
理されます。

テクニカルサポート
Link説明

http://www.cisco.com/public/support/tac/home.shtmlTechnical Assistance Center（TAC）ホーム
ページ：多数の技術関連の記事と、製品、

テクノロジー、ソリューション、テクニカ

ルティップス、ツールへのリンクを提供

するWebサイトです。必要な記事は検索
して見つけることができます。 Cisco.com
に登録済みのユーザは、このページから詳

細情報にアクセスできます。
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第 3 章

IGMP の設定

この章では、IPv4ネットワークの Cisco NX-OSデバイスに対するインターネットグループ管理
プロトコル（IGMP）の設定方法を説明します。

• IGMPについて, 15 ページ

• IGMPのライセンス要件, 18 ページ

• IGMPの前提条件, 19 ページ

• IGMPのデフォルト設定, 19 ページ

• IGMPパラメータの設定, 20 ページ

• IGMPプロセスの再起動, 30 ページ

• IGMPコンフィギュレーションの確認, 31 ページ

• IGMPの設定例, 32 ページ

IGMP について
IGMPは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv4プロ
トコルです。ソフトウェアは、IGMPを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグループ
またはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。これらの IGMP
パケットを受信したシステムは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメントに、要求され

たグループまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

IGMPプロセスはデフォルトで実行されています。インターフェイスでは IGMPを手動でイネー
ブルにできません。 IGMPは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的に
イネーブルになります。

• Protocol-Independent Multicast（PIM）のイネーブル化

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディング

•リンクローカルグループレポートのイネーブル化
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IGMP のバージョン
デバイスでは、IGMPv1のほかに、IGMPv2と IGMPv3のレポート受信もサポートされています。

デフォルトでは、ソフトウェアが IGMPプロセスを起動する際に、IGMPv2がイネーブルになり
ます。必要に応じて、各インターフェイスでは IGMPv3をイネーブルにできます。

IGMPv3には、次に示す IGMPv2からの重要な変更点があります。

•次の機能を提供し、各受信者から送信元までの最短パスツリーを構築可能な Source-Specific
Multicast（SSM）をサポートします。

◦グループおよび送信元を両方指定できるホストメッセージ

◦ IGMPv2ではグループについてのみ保持できたマルチキャストステートを、グループお
よび送信元について保持可能

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、IGMPクエリーメッセージを受信するたびに
IGMPメンバーシップレポートが送信されるようになりました。

IGMPv2の詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPv3の詳細については、RFC 3376を参照してください。

IGMP の基礎
次の図に、ルータが IGMPを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示し
ます。ホスト1、2、および3は要求外の IGMPメンバーシップレポートメッセージを送信して、
グループまたはチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。

図 7：IGMPv1 および IGMPv2 クエリー応答プロセス
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次の図のルータ A（サブネットの代表 IGMPクエリア）は、すべてのホストが含まれる 224.0.0.1
ホストマルチキャストグループに定期的にクエリーメッセージを送信して、マルチキャストデー

タの受信を要求しているホストを検出します。グループメンバーシップタイムアウト値を設定

し、指定したタイムアウト値が経過すると、ルータはサブネット上にグループのメンバーまたは

送信元が存在しないと見なします。

IPアドレスが最下位のルータが、サブネットの IGMPクエリアとして選出されます。ルータは、
自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している間、
クエリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。ルータのクエリアタイマー

が期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあとで、このルータが、自身

よりも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセージを受信すると、ルータ
は代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設定します。

この図では、ホスト 1からのメンバーシップレポートの送出が止められており、最初にホスト 2
からグループ 224.1.1.1に関するメンバーシップレポートが送信されます。ホスト 1はホスト 2
からレポートを受信します。ルータに送信する必要があるメンバーシップレポートは、グループ

につき 1つだけであるため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネットワークトラ
フィックが軽減されます。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダムな時間だけレ

ポート送信が保留されます。クエリーの最大応答時間パラメータを設定すると、ホストのランダ

ムな応答間隔を制御できます。

IGMPv1および IGMPv2メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数のホス
トが接続されている場合だけです。

（注）

この図のルータ Aは、IGMPv3グループ/ソース固有のクエリーを LANに送信します。ホスト 2
および3は、アドバタイズされたグループおよび送信元からデータを受信することを示すメンバー
シップレポートを送信して、そのクエリーに応答します。この IGMPv3機能では、SSMがサポー
トされます。

図 8：IGMPv3 グループ/ソース固有のクエリー

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS マルチキャストルーティングコンフィギュレーションガイドリリー
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IGMPv3ホストでは、IGMPメンバーシップレポートの抑制が行われません。（注）

代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブネッ
ト上の直接接続されたルータからは、メッセージは転送されません。 IGMPの起動時に送信され
るクエリーメッセージの頻度および回数を個別に設定したり、スタートアップクエリーインター

バルを短く設定したりすることで、グループステートの確立時間を最小限に抑えることができま

す。通常は不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングすることで、ホストグ

ループメンバーシップメッセージへの応答性と、ネットワーク上のトラフィック量のバランスを

調整できます。

クエリーインターバルを変更すると、マルチキャスト転送能力が著しく低下することがあり

ます。

注意

マルチキャストホストがグループを脱退する場合、IGMPv2以上を実行するホストでは、IGMP
Leaveメッセージを送信します。このホストがグループを脱退する最後のホストであるかどうか
を確認するために、IGMPクエリーメッセージが送信されます。これにより、最終メンバーのク
エリー応答インターバルと呼ばれる、ユーザが設定可能なタイマーが起動されます。タイマーが

切れる前にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアによってグループステートが解除され

ます。ルータはグループステートが解除されないかぎり、このグループにマルチキャストトラ

フィックを送信し続けます。

輻輳ネットワークでのパケット損失を緩和するには、ロバストネス値を設定します。ロバストネ

ス値は、IGMPソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

224.0.0.0/24内に含まれるリンクローカルアドレスは、インターネット割り当て番号局（IANA）
によって予約されています。ローカルネットワークセグメント上のネットワークプロトコルで

は、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスは TTLが 1であるため、ルータからは
転送されません。 IGMPプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンクローカルアドレスに
だけメンバーシップレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレスにレポートが

送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更できます。

IGMP のライセンス要件
ライセンス要件製品

IGMPにはライセンスは不要です。ライセンスパッケージに含まれていない機能
は nx-osイメージにバンドルされており、無料で提供されます。 Cisco NX-OSライ
センス方式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してくださ
い。

Cisco
NX-OS
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IGMP の前提条件
IGMPの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコン
フィギュレーションコマンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレー

ションモードは、デフォルト VRFに適用されます。

IGMP のデフォルト設定
次の表に、IGMPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2：IGMP パラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ（Parameters）

2IGMPのバージョン

30秒スタートアップクエリーインター

バル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル

1秒最終メンバーのクエリー応答イン

ターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムア

ウト

ディセーブルリンクローカルマルチキャストグ

ループのレポート

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS マルチキャストルーティングコンフィギュレーションガイドリリー
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デフォルトパラメータ（Parameters）

ディセーブルルータアラートの実施

ディセーブル即時脱退

IGMP パラメータの設定
IGMPグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、IGMPプロセス
の動作を変更できます。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコ
マンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

IGMP インターフェイスパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションの IGMPインターフェイスパラメータを示します。

表 3：IGMP インターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにする IGMPのバージョン。有効
な IGMPバージョンは 2または 3です。デフォルト値は 2です。

IGMPのバージョン

インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグルー

プ。 (*, G)というステートでインターフェイスの加入先グループを
設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S,G)というステー
トで指定します。 match ip multicastコマンドで、使用するグルー
ププレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィックス

を示すルートマップポリシー名を指定できます。

(S,G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築される
のは IGMPv3がイネーブルな場合だけです。

（注）

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルータを含むマルチキャス

トグループを設定すると、このグループに ping要求を送信するこ
とで、すべてのルータから応答を受け取ることができます。

スタティックマルチキャス

トグループ
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説明パラメータ

発信インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグ

ループ。 (*, G)というステートで発信インターフェイスの加入先グ
ループを設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S,G)とい
うステートで指定します。 match ip multicastコマンドで、使用す
るグループプレフィックス、グループ範囲、および送信元プレ

フィックスを示すルートマップポリシー名を指定できます。

(S,G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築される
のは IGMPv3がイネーブルな場合だけです。

（注）

発信インターフェイス

（OIF）上のスタティック
マルチキャストグループ

スタートアップクエリーインターバル。デフォルトでは、ソフト

ウェアができるだけ迅速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルより短く設定されてい

ます。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 31秒です。

スタートアップクエリーイ

ンターバル

スタートアップクエリーインターバル中に送信される起動時のク

エリー数。有効範囲は 1～ 10です。デフォルト値は 2です。
スタートアップクエリーの

回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範囲内に抑えるために使

用される、調整可能なロバストネス変数。ロバストネス変数を大

きくすることで、パケットの再送信回数を増やすことができます。

有効範囲は 1～ 7です。デフォルト値は 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身がクエリアとして処理

を引き継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト

IGMPクエリーでアドバタイズされる最大応答時間。大きな値を設
定すると、ホストの応答時間が延長されるため、ネットワークの

IGMPメッセージを調整できます。この値は、クエリーインター
バルよりも短く設定する必要があります。有効範囲は 1～ 25秒で
す。デフォルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度。大きな値を設定す
ると、ソフトウェアによる IGMPクエリーの送信頻度が低くなるた
め、ネットワーク上の IGMPメッセージ数を調整できます。有効
範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル
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説明パラメータ

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、ソフトウェアが IGMPクエリーへの応
答を送信するインターバル。このインターバル中に応答が受信さ

れない場合、グループステートは解除されます。この値を使用す

ると、サブネット上でソフトウェアがトラフィックの送信を停止す

るタイミングを調整できます。この値を小さく設定すると、グルー

プの最終メンバーまたは送信元が脱退したことを、より短時間で検

出できます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒で
す。

最終メンバーのクエリー応

答インターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、最終メンバーのクエリー応答インター

バル中に、ソフトウェアが IGMPクエリーを送信する回数。有効
範囲は 1～ 5です。デフォルト値は 2です。

この値を1に設定すると、いずれかの方向でパケットが検出されな
くなると、クエリー対象のグループまたはチャネルのマルチキャス

トステートが解除されます。次のクエリーインターバルが開始さ

れるまでは、グループを再度関連付けることができます。

最終メンバーのクエリー回

数

ルータによって、ネットワーク上にグループのメンバーまたは送信

元が存在しないと見なされるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォルト値は 260秒
です。

グループメンバーシップタ

イムアウト

224.0.0.0/24内のグループにレポートを送信できるようにするため
のオプション。リンクローカルアドレスは、ローカルネットワー

クプロトコルだけで使用されます。非リンクローカルグループに

は、常にレポートが送信されます。デフォルトではディセーブル

になっています。

リンクローカルマルチキャ

ストグループのレポート

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートのアクセスポリ
シー。

1

レポートポリシー

インターフェイスが接続されたサブネット上のホストについて、加

入可能なマルチキャストグループを制御するためのルートマップ

ポリシーを設定するオプション。

match ip multicast groupコマンドだけがこのルートマッ
プポリシーでサポートされます。 ACLを照合するため
のmatch ip addressコマンドはサポートされていません。

（注）

アクセスグループ
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説明パラメータ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメンバーシップの脱退
のための待ち時間を最小限にできるオプション。即時脱退をイネー

ブルにすると、デバイスではグループに関するLeaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテーブルからグルー

プエントリを削除します。デフォルトではディセーブルになって

います。

このコマンドは、所定のグループに対するインターフェ

イスの背後に 1つの受信者しか存在しない場合に使用し
ます。

（注）

即時脱退

1
ルートマップポリシーの設定方法については、『CiscoNexus 9000 Series NX-OSUnicast RoutingConfigurationGuide』
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコン

フィギュレーショ

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステッ

プ 1   
ンモードを開始し

ます。

インターフェイス

コンフィギュレー

interface interface

例：
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステッ

プ 2   
ションモードを開

始します。

次のコマンドを使

用して、IGMPイ
説明オプションステッ

プ 3   
IGMPバージョンを指定値に設定
します。有効な値は 2または 3で
す。デフォルト値は 2です。

このコマンドのno形式を使用する
と、バージョンは 2に設定されま
す。

ip igmp version value

例：

switch(config-if)# ip igmp
version 3

ンターフェイスパ

ラメータを設定し

ます。
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

指定したグループまたはチャネル

に参加するようにデバイスイン

ターフェイスを設定します。デバ

イスはCPU消費用のマルチキャス
トパケットのみを受け入れます。

このコマンドを使用して生

成されたトラフィックは、

デバイスCPUで処理可能で
ある必要があります。CPU
の負荷制約のため、このコ

マンドを使用することは

（特に形式を問わずスケー

リングで使用することは）

推奨されません。代わりに

ip igmp static-oifコマンドの
使用を検討してください。

注

意

ip igmp join-group {group
[source source] | route-map
policy-name}

例：

switch(config-if)# ip igmp
join-group 230.0.0.0

マルチキャストグループを発信イ

ンターフェイスに静的にバインド

し、デバイスハードウェアで処理

します。グループアドレスのみを

指定した場合は、（*, G）ステー
トが作成されます。送信元アドレ

スを指定した場合は、（S, G）ス
テートが作成されます。 match ip
multicastコマンドで、使用するグ
ループプレフィックス、グループ

範囲、および送信元プレフィック

スを示すルートマップポリシー名

を指定できます。

IGMPv3をイネーブルに
した場合にのみ、（S,
G）ステートに対して送
信元ツリーが作成されま

す。

（注）

ip igmp static-oif {group [source
source] | route-map policy-name}

例：

switch(config-if)# ip igmp
static-oif 230.0.0.0

ソフトウェアの起動時に使用され

るクエリーインターバルを設定し

ます。有効範囲は 1～ 18,000秒で
す。デフォルト値は 31秒です。

ip igmp startup-query-interval
seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
startup-query-interval 25
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

ソフトウェアの起動時に使用され

るクエリー数を設定します。有効

範囲は 1～ 10です。デフォルト
値は 2です。

ip igmp startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp
startup-query-count 3

ロバストネス変数を設定します。

有効値の範囲は、1～ 7です。デ
フォルト値は 2です。

ip igmp robustness-variable value

例：

switch(config-if)# ip igmp
robustness-variable 3

クエリアとして処理を引き継ぐか

どうかをソフトウェアが判断する

ための、クエリアタイムアウト値

を設定します。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は
255秒です。

ip igmp querier-timeout seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
querier-timeout 300

クエリアとして処理を引き継ぐか

どうかをソフトウェアが判断する

ための、クエリータイムアウト値

を設定します。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は
255秒です。

このコマンドの機能は、
ip igmp querier-timeout
コマンドと同じです。

（注）

ip igmp query-timeout seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
query-timeout 300

IGMPクエリーでアドバタイズさ
れる応答時間を設定します。有効

範囲は 1～ 25秒です。デフォル
トは 10秒です。

ip igmp query-max-response-time
seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
query-max-response-time 15

IGMPホストクエリーメッセージ
の送信頻度を設定します。有効範

囲は 1～ 18,000秒です。デフォル
ト値は 125秒です。

ip igmp query-interval interval

例：

switch(config-if)# ip igmp
query-interval 100
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

メンバーシップレポートを送信し

てから、ソフトウェアがグループ

ステートを解除するまでのクエ

リーインターバルを設定します。

有効範囲は1～25秒です。デフォ
ルト値は 1秒です。

ip igmp
last-member-query-response-time
seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-response-time
3

ホストの Leaveメッセージを受信
してから、IGMPクエリーが送信
される回数を設定します。有効範

囲は 1～ 5です。デフォルト値は
2です。

ip igmp last-member-query-count
count

例：

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-count 3

IGMPv2のグループメンバーシッ
プタイムアウトを設定します。有

効範囲は 3～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 260秒です。

ip igmp group-timeout seconds

例：

switch(config-if)# ip igmp
group-timeout 300

224.0.0.0/24に含まれるグループに
対して、レポート送信をイネーブ

ルにします。非リンクローカル

グループには、常にレポートが送

信されます。デフォルトでは、リ

ンクローカルグループにレポート

は送信されません。

ip igmp report-link-local-groups

例：

switch(config-if)# ip igmp
report-link-local-groups

ルートマップポリシーに基づく、

IGMPレポートのアクセスポリ
シーを設定します。

ip igmp report-policy policy

例：

switch(config-if)# ip igmp
report-policy my_report_policy
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

インターフェイスが接続されたサ

ブネット上のホストについて、加

入可能なマルチキャストグループ

を制御するためのルートマップポ

リシーを設定します。

match ip multicast group
コマンドだけがこのルー

トマップポリシーでサ

ポートされます。 ACL
を照合するための match
ip addressコマンドはサ
ポートされていません。

（注）

ip igmp access-group policy

例：

switch(config-if)# ip igmp
access-group my_access_policy

デバイスが、グループに関する

Leaveメッセージの受信後、ただち
にマルチキャストルーティング

テーブルからグループエントリを

削除できるようにします。このコ

マンドを使用すると、デバイスか

らグループ固有のクエリーが送信

されないため、所定の IGMPイン
ターフェイスで IGMPv2グループ
メンバーシップの脱退のための待

ち時間が最小限になります。デ

フォルトではディセーブルになっ

ています。

このコマンドは、所定の

グループに対するイン

ターフェイスの背後に 1
つの受信者しか存在しな

い場合に使用します。

（注）

ip igmp immediate-leave

例：

switch(config-if)# ip igmp
immediate-leave

（任意）

インターフェイス

に関する IGMP情
報を表示します。

show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name | all] [brief]

例：
switch(config)# show ip igmp interface

ステッ

プ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュ

レーションを、ス

copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

ステッ

プ 5   

タートアップコン

フィギュレーショ

ンにコピーしま

す。

IGMP SSM 変換の設定
SSM変換を設定すると、IGMPv1または IGMPv2によるメンバーシップレポートを受信したルー
タで、SSMがサポートされるようになります。メンバーシップレポートでグループおよび送信
元アドレスを指定する機能を備えているのは、IGMPv3だけです。グループプレフィックスのデ
フォルト範囲は、232.0.0.0/8です。

マルチキャストホストが IGMPv3をサポートしない場合、またはレイヤ 2スイッチと相互運用す
るための（S、G）レポートではなくグループ結合を強制的に送信する場合に、IGMP SSM変換機
能は SSMベースのマルチキャストコアネットワークを配置できるようにします。 IGMP SSM変
換機能には、同じ SSMグループに対して複数の送信元を設定する機能があります。 SSM変換を
設定する前に、Protocol Independent Multicast（PIM）をデバイスで設定する必要があります。

次の表に、SSM変換の例を示します。

表 4：SSM 変換の例

送信元アドレスグループプレフィックス

10.1.1.1232.0.0.0/8

10.2.2.2232.0.0.0/8

10.3.3.3232.1.0.0/16

10.4.4.4232.1.1.0/24

次の表に、IGMPメンバーシップレポートに SSM変換を適用した場合に、IGMPプロセスによっ
て作成されるMRIBルートを示します。複数の変換を行う場合は、各変換内容に対して (S, G)ス
テートが作成されます。
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表 5：SSM 変換適用後の例

作成される MRIB ルートIGMPv2 メンバーシップレポート

(10.4.4.4, 232.1.1.1)232.1.1.1

(10.1.1.1, 232.2.2.2) (10.2.2.2, 232.2.2.2)232.2.2.2

これは、一部のCisco IOSソフトウェアに組み込まれているSSMマッピングと類似した機能で
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ルータが IGMPv3メンバーシップレポートを
受信したときと同様に、(S,G)ステートが作

ip igmp ssm-translate group-prefix
source-addr

例：
switch(config)# ip igmp
ssm-translate 232.0.0.0/8 10.1.1.1

ステップ 2   

成されるよう、IGMPプロセスによる IGMPv1
または IGMPv2メンバーシップレポートの変
換を設定します。

（任意）

ssm-translateコマンドラインを含む、実行コ
ンフィギュレーション情報を示します。

show running-configuration igmp

例：
switch(config)# show
running-configuration igmp

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ルータアラートの適用オプションチェックの設定

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルータアラートの適用オプションチェックを設定
できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対す
るルータアラートの適用オプションチェック

[no] ip igmp enforce-router-alert

例：
switch(config)# ip igmp
enforce-router-alert

ステップ 2   

をイネーブルまたはディセーブルにします。

デフォルトでは、ルータアラートの適用オプ

ションチェックはイネーブルです。

（任意）

実行コンフィギュレーション情報を表示しま

す。

show running-configuration igmp

例：
switch(config)# show
running-configuration igmp

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

IGMP プロセスの再起動
IGMPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

IGMPプロセスを再起動します。restart igmp

例：
switch# restart igmp

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IGMPプロセスの再起動時に、ルートを削
除します。デフォルトでは、ルートはフ

ラッシュされません。

ip igmp flush-routes

例：
switch(config)# ip igmp
flush-routes

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーション情報を表示

します。

show running-configuration igmp

例：
switch(config)# show
running-configuration igmp

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

IGMP コンフィギュレーションの確認
IGMPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

すべてのインターフェイスまたは選択されたイ

ンターフェイス、デフォルトVRF、選択された
VRF、またはすべてのVRFについて、IGMP情
報を表示します。 IGMPが vPCモードの場合、
vPC統計情報を表示するには、このコマンドを
使用します。

show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name |
all] [brief]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp groups [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary] [vrf vrf-name |
all]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp route [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary] [vrf vrf-name |
all]

IGMPローカルグループメンバーシップを表示
します。

show ip igmp local-groups
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説明コマンド

IGMP実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration igmp

IGMPスタートアップコンフィギュレーション
情報を表示します。

show startup-configuration igmp

IGMP の設定例
次に、IGMPパラメータの設定例を示します。

configure terminal
ip igmp ssm-translate 232.0.0.0/8 10.1.1.1
interface ethernet 2/1
ip igmp version 3
ip igmp join-group 230.0.0.0
ip igmp startup-query-interval 25
ip igmp startup-query-count 3
ip igmp robustness-variable 3
ip igmp querier-timeout 300
ip igmp query-timeout 300
ip igmp query-max-response-time 15
ip igmp query-interval 100
ip igmp last-member-query-response-time 3
ip igmp last-member-query-count 3
ip igmp group-timeout 300
ip igmp report-link-local-groups
ip igmp report-policy my_report_policy
ip igmp access-group my_access_policy
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第 4 章

PIM の設定

この章では、IPv4ネットワークの Cisco NX-OSデバイスに Protocol Independent Multicast（PIM）
機能を設定する方法を説明します。

• PIMについて, 33 ページ

• PIMのライセンス要件, 43 ページ

• PIMの前提条件, 43 ページ

• PIMの注意事項と制約事項, 43 ページ

• デフォルト設定, 44 ページ

• PIMの設定, 45 ページ

• PIMの設定の確認, 73 ページ

• 統計情報の表示, 75 ページ

• PIMの設定例, 76 ページ

• 関連資料, 79 ページ

• Standards, 79 ページ

• MIB, 80 ページ

PIM について
マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、ルー
ティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。 PIMは、複数の送信元
からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送される送信

元配信ツリーを構築します。

Cisco NX-OSは、IPv4ネットワーク（PIM）に対して PIMスパースモードをサポートします。
PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが伝送さ
れます。ルータ上で同時に実行するように PIMを設定できます。 PIMグローバルパラメータを
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使用すると、ランデブーポイント（RP）、メッセージパケットフィルタリング、および統計情
報を設定できます。 PIMインターフェイスパラメータを使用すると、マルチキャスト機能のイ
ネーブル化、PIMの境界の識別、PIM helloメッセージインターバルの設定、および指定ルータ
（DR）のプライオリティ設定を実行できます。

Cisco NX-OSは、PIMデンスモードをサポートしていません。（注）

Cisco NX-OSでマルチキャスト機能をイネーブルにするには、各ルータで PIM機能をイネーブル
にしてから、マルチキャストに参加する各インターフェイスで、PIMスパースモードをイネーブ
ルにする必要があります。 PIMは IPv4ネットワーク用に設定できます。 IPv4ネットワーク上の
ルータで IGMPがイネーブルになっていない場合は、PIMによって自動的にイネーブルにされま
す。

PIMグローバル設定パラメータを使用して、マルチキャストグループアドレスの範囲を設定し、
次の配信モードで処理されるようにします。

• AnySourceMulticast（ASM）：マルチキャスト送信元の検出機能を提供します。ASMでは、
マルチキャストグループの送信元と受信者間に共有ツリーを構築し、新しい受信者がグルー

プに追加された場合は、送信元ツリーに切り替えることができます。 ASMモードを利用す
るには、RPを設定する必要があります。

hello メッセージ
ルータがマルチキャストアドレス 224.0.0.13に PIM helloメッセージを送信して、PIMネイバー
ルータとの隣接関係を確立すると、PIMプロセスが開始されます。 helloメッセージは 30秒間隔
で定期的に送信されます。 PIMソフトウェアはすべてのネイバーからの応答を確認すると、各
LANセグメント内でプライオリティが最大のルータを指定ルータ（DR）として選択します。DR
プライオリティは、PIM helloメッセージのDRプライオリティ値に基づいて決まります。全ルー
タの DRプライオリティ値が不明、またはプライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位
のルータが DRとして選定されます。

helloメッセージには保持時間の値も含まれています。通常、この値は helloインターバルの 3.5倍
です。ネイバーから後続の helloメッセージがないまま保持時間を経過すると、デバイスはその
リンクで PIMエラーを検出します。

PIMソフトウェアで、PIMネイバーとの PIM helloメッセージの認証にMD5ハッシュ値を使用す
るよう設定すると、セキュリティを高めることができます。

Join/Prune メッセージ
DRが新しいグループの受信者または送信元から IGMPメンバーシップレポートメッセージを受
信すると、DRは、ランデブーポイント（ASMモード）に向かってインターフェイスに PIM Join
メッセージを送信することにより、受信者を送信元に接続するためのツリーを作成します。ラン

デブーポイント（RP）とは、ASMモードで PIMドメイン内のすべての送信元およびホストによ
り使用される、共有ツリーのルートです。
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DRはグループまたは送信元から最後のホストが脱退したことを認識すると、PIM Pruneメッセー
ジを送信して、配信ツリーから該当するパスを削除します。

各ルータは、マルチキャスト配信ツリーの上流方向のホップに JoinまたはPruneアクションを次々
と転送し、パスを作成（Join）または削除（Prune）します。

このマニュアル内の「PIM Joinメッセージ」および「PIM Pruneメッセージ」という用語は、
PIM Join/Pruneメッセージに関して、Joinまたは Pruneアクションのうち実行されるアクショ
ンをわかりやすく示すために使用しています。

（注）

Join/Pruneメッセージは、ソフトウェアからできるだけ短時間で送信されます。 Join/Pruneメッ
セージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。

ステートのリフレッシュ

PIMでは、3.5分の間隔でマルチキャストエントリをリフレッシュする必要があります。ステー
トをリフレッシュすると、トラフィックがアクティブなリスナーだけに配信されるため、ルータ

で不要なリソースが使用されなくなります。

PIMステートを維持するために、最終ホップである DRは、Join/Pruneメッセージを 1分に 1回送
信します。次に、(*, G)ステートおよび (S, G)ステートの構築例を示します。

• (*, G)ステートの構築例：IGMP (*, G)レポートを受信すると、DRは (*, G) PIM Joinメッセー
ジを RP方向に送信します。

• (S, G)ステートの構築例：IGMP (S, G)レポートを受信すると、DRは (S, G) PIM Joinメッセー
ジを送信元方向に送信します。

ステートがリフレッシュされていない場合、PIMソフトウェアは、上流ルータのマルチキャスト
発信インターフェイスリストから転送パスを削除し、配信ツリーを再構築します。

ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、マルチキャストネットワークドメイン内にあるユーザが指定し
たルータで、マルチキャスト共有ツリーの共有ルートとして動作します。必要に応じて複数のRP
を設定し、さまざまなグループ範囲をカバーすることができます。

スタティック RP
マルチキャストグループ範囲の RPを静的に設定できます。この場合、ドメイン内のすべての
ルータに RPのアドレスを設定する必要があります。

スタティック RPを定義するのは、次のような場合です。

•ルータに Anycast RPアドレスを設定する場合
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•デバイスに RPを手動で設定する場合

BSR
ブートストラップルータ（BSR）を使用すると、PIMドメイン内のすべてのルータで、BSRと同
じRPキャッシュが保持されるようになります。BSRでは、BSR候補RPからRPセットを選択す
るよう設定できます。 BSRは、ドメイン内のすべてのルータに RPセットをブロードキャストす
る役割を果たします。ドメイン内の RPを管理するには、1つまたは複数の候補 BSRを選択しま
す。候補 BSRの 1つが、ドメインの BSRとして選定されます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

次の図に、BSRメカニズムを示します。ルータA（ソフトウェアによって選定されたBSR）は、
すべての有効なインターフェイスからBSRメッセージを送信しています（図の実線部分）。この
メッセージにはRPセットが含まれており、ネットワーク内のすべてのルータに次々とフラッディ
ングされます。ルータ Bおよび Cは候補 RPであり、選定された BSRに候補 RPアドバタイズメ
ントを直接送信しています（図の破線部分）。

選定された BSRは、ドメイン内のすべての候補 RPから候補 RPメッセージを受信します。 BSR
から送信されるブートストラップメッセージには、すべての候補 RPに関する情報が格納されて
います。各ルータでは共通のアルゴリズムを使用することにより、各マルチキャストグループに

対応する同一の RPアドレスが選択されます。

図 9：BSR メカニズム

RP選択プロセスの実行中、ソフトウェアは最もプライオリティが高いRPアドレスを特定します。
2つ以上の RPアドレスのプライオリティが等しい場合は、選択プロセスで RPハッシュを使用す
ることがあります。 1つのグループに割り当てられる RPアドレスは 1つだけです。
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デフォルトでは、ルータは BSRメッセージの受信や転送を行いません。 BSRメカニズムによっ
て、PIMドメイン内のすべてのルータに対して、マルチキャストグループ範囲に割り当てられた
RPセットが動的に通知されるようにするには、BSRリスニング機能および転送機能をイネーブル
にする必要があります。

ブートストラップルータの詳細については、RFC 5059を参照してください。

BSRメカニズムは、サードパーティ製ルータで使用可能な、ベンダー共通の RP定義方式で
す。

（注）

Auto-RP
Auto-RPは、インターネット標準であるブートストラップルータメカニズムの前身として導入さ
れたシスコのプロトコルです。Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候
補 RPを選択します。候補 RPは、サポート対象グループ範囲を含んだ RP-Announceメッセージ
をCiscoRP-Announceマルチキャストグループ 224.0.1.39に送信します。Auto-RPマッピングエー
ジェントは候補 RPからの RP-Announceメッセージを受信して、グループと RP間のマッピング
テーブルを形成します。マッピングエージェントは、このグループと RP間のマッピングテー
ブルをRP-Discoveryメッセージに格納して、CiscoRP-Discoveryマルチキャストグループ 224.0.1.40
にマルチキャストします。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意
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次の図に、Auto-RPメカニズムを示します。 RPマッピングエージェントは、受信した RP情報
を、定期的に Cisco RP-Discoveryグループ 224.0.1.40にマルチキャストします（図の実線部分）。

図 10：Auto-RP のメカニズム

デフォルトでは、ルータは Auto-RPメッセージの受信や転送を行いません。 Auto-RPメカニズム
によって、PIMドメイン内のルータに対して、グループと RP間のマッピング情報が動的に通知
されるようにするには、Auto-RPリスニング機能および転送機能をイネーブルにする必要があり
ます。

1 つの PIM ドメイン内の複数の RP
この項では、1つの PIMドメイン内に複数の RPが設定されている場合の選定プロセスのルール
について説明します。

Anycast-RP
Anycast-RPの実装方式には、Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）を使用する場合と、RFC
4610（『Anycast-RP Using Protocol Independent Multicast (PIM)』）に基づく場合の 2種類がありま
す。ここでは、PIM Anycast-RPの設定方法について説明します。

PIMAnycast-RPを使用すると、Anycast-RPセットというルータグループを、複数のルータに設定
された単一の RPアドレスに割り当てることができます。 Anycast-RPセットとは、Anycast-RPと
して設定された一連のルータを表します。各マルチキャストグループで複数の RPをサポート
し、セット内のすべての RPに負荷を分散させることができるのは、この RP方式だけです。
Anycast-RPはすべてのマルチキャストグループをサポートします。
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ユニキャストルーティングプロトコルの機能に基づいて、PIMRegisterメッセージが最も近いRP
に送信され、PIM Join/Pruneメッセージが最も近い RPの方向に送信されます。いずれかの RPが
ダウンすると、これらのメッセージは、ユニキャストルーティングを使用して次に最も近い RP
の方向へと送信されます。

PIMは、PIM Anycast RPに使用されるループバックインターフェイス上に設定する必要がありま
す。

PIM Anycast-RPの詳細については、RFC 4610を参照してください。

PIM Register メッセージ
PIM Registerメッセージは、マルチキャスト送信元に直接接続された指定ルータ（DR）から RP
にユニキャストされます。 PIM Registerメッセージには次の機能があります。

•マルチキャストグループに対する送信元からの送信がアクティブであることを RPに通知す
る

•送信元から送られたマルチキャストパケットを RPに配信し、共有ツリーの下流に転送する

DRはRPからRegister-Stopメッセージを受信するまで、PIMRegisterメッセージをRP宛に送信し
続けます。 RPが Register-Stopメッセージを送信するのは、次のいずれかの場合です。

• RPが送信中のマルチキャストグループに、受信者が存在しない場合

• RPが送信元への SPTに加入しているにもかかわらず、送信元からのトラフィックの受信が
開始されていない場合

登録メッセージの送信元 IPアドレスが、RPがパケットを送信できる一意のルーテッドアドレス
ではない場合に、登録メッセージの送信元 IPアドレスを設定するには、ip pim register-sourceコ
マンドを使用します。このような状況は、受信したパケットが転送されないように送信元アドレ

スがフィルタリングされる場合、または送信元アドレスがネットワークに対して一意でない場合

に発生します。このような場合、RPから送信元アドレスへ送信される応答は DRに到達せず、
Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）プロトコル障害が発生します。

次に、登録メッセージの IP送信元アドレスを DRのループバック 3インターフェイスに設定する
例を示します。

ip pim register-source loopback 3

CiscoNX-OSではRPの処理の停滞を防ぐため、PIMRegisterメッセージのレート制限が行われ
ます。

（注）

PIM Registerメッセージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。
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指定ルータ

PIMのASMモードでは、ソフトウェアは各ネットワークセグメント上のルータの中から指定ルー
タ（DR）を選択します。 DRは、セグメント上の指定グループおよび送信元にマルチキャスト
データを転送します。

各 LANセグメントの DRは、「helloメッセージ」に記載された手順で決定されます。

ASMモードの場合、DRは RPに PIM Registerパケットをユニキャストします。DRが、直接接続
された受信者からの IGMPメンバーシップレポートを受信すると、DRを経由するかどうかに関
係なく、RPへの最短パスが形成されます。これにより、同じマルチキャストグループ上で送信
を行うすべての送信元と、そのグループのすべての受信者を接続する共有ツリーが作成されます。

ASM モードにおける共有ツリーから送信元ツリーへのスイッチオー
バー

Cisco NX-OSでは、RPFインターフェイスをMRIBの OIFリストに追加しますが、MFIBの
OIFリストには追加しません。

（注）

ASMモードでは、共有ツリーだけを使用するようにPIMパラメータを設定しないかぎり、受信者
に接続された DRが、共有ツリーから送信元への最短パスツリー（SPT）に切り替わります。

このスイッチオーバーの間、SPTおよび共有ツリーのメッセージが両方とも表示されることがあ
ります。これらのメッセージの意味は異なります。共有ツリーメッセージは上流のRPに向かっ
て伝播されますが、SPTメッセージは送信元に向かって送信されます。

SPTスイッチオーバーについては、RFC 4601の「Last-Hop Switchover to the SPT」の項を参照して
ください。

管理用スコープの IP マルチキャスト
管理用スコープの IPマルチキャスト方式を使用すると、マルチキャストデータの配信先を制限で
きます。詳細については、RFC 2365を参照してください。

インターフェイスを PIM境界として設定し、PIMメッセージがこのインターフェイスから送信さ
れないようにできます。

Auto-RPスコープパラメータを使用すると、存続可能時間（TTL）値を設定できます。

PIM グレースフルリスタート
Protocol Independent Multicast（PIM）のグレースフルリスタートは、ルートプロセッサ（RP）ス
イッチオーバー後のマルチキャストルート（mroute）のコンバージェンスを向上するマルチキャ
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ストハイアベイラビリティ（HA）の拡張です。 PIMのグレースフルリスタート機能では、RP
スイッチオーバー時に、インターフェイス上の PIMネイバーに、このインターフェイスをリバー
スパス転送（RPF）インターフェイスとして使用するすべての (*, G)および (S, G)状態に対する
PIM Joinメッセージの送信をトリガーするためのメカニズムとして生成 ID（GenID）の値（RFC
4601で規定）を使用します。このメカニズムにより、PIMネイバーでは、新しくアクティブに
なった RP上でこれらの状態を即座に再確立できます。

生成 ID
生成 ID（GenID）は、インターフェイスでProtocol IndependentMulticast（PIM）転送が開始または
再開されるたびに生成し直される、ランダムに生成された 32ビット値です。 PIM helloメッセー
ジ内の GenID値を処理するために、PIMネイバーでは、RFC 4601に準拠する PIMを実装した
Ciscoソフトウェアを実行している必要があります。

RFC 4601に準拠しておらず、PIM helloメッセージ内のGenIDの差異を処理できない PIMネイ
バーは GenIDを無視します。

（注）
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PIM グレースフルリスタート動作
この図は、PIMグレースフルリスタート機能をサポートするデバイスのルートプロセッサ（RP）
のスイッチオーバー後に実行される動作を示します。

図 11：RP スイッチオーバー中の PIM グレースフルリスタート動作

PIMグレースフルリスタート動作は次のとおりです。

•安定した状態で、PIMネイバーは定期的に PIMハローメッセージをやりとりします。

•アクティブ RPは、マルチキャストルート（mroute）の状態をリフレッシュするために PIM
joinを定期的に受信します。

•アクティブ RPに障害が発生すると、スタンバイ RPが代わって新しいアクティブ RPになり
ます。

•新しいアクティブ RPは生成 ID（GenID）値を変更して、PIMハローメッセージで新しい
GenIDを隣接する PIMネイバーに送信します。

•新しい GenIDを持つインターフェイスで PIM helloメッセージを受信する隣接 PIMネイバー
は、このインターフェイスを RPFインターフェイスとして使用するすべての (*, G)および
(S, G) mrouteに PIMグレースフルリスタートを送信します。

•これらの mroute状態は、新しくアクティブになった RP上でただちに再確立されます。
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PIM のグレースフルリスタートおよびマルチキャストトラフィックフロー
PIMネイバーのマルチキャストトラフィックフローは、マルチキャストトラフィックで PIMグ
レースフルリスタートPIMのサポートを検出するか、デフォルトのPIMhello保持時間間隔内に、
障害が発生した RPノードからの PIM helloメッセージを検出した場合に影響を受けません。障害
が発生した RPのマルチキャストトラフィックフローは、Non-Stop Forwarding（NSF）対応かど
うかに影響されません。

デフォルトの PIM hello保持時間間隔は PIM hello期間の 3.5倍です。デフォルト値の 30秒の
よりも小さい値でPIMhello間隔を設定すると、マルチキャストハイアベイラビリティ（HA）
動作が設計どおりに機能しないことがあります。

注意

ハイアベイラビリティ

ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and
Redundancy Guide』を参照してください。

PIM のライセンス要件
ライセンス要件製品

PIMには Enterprise Servicesライセンスが必要です。 Cisco NX-OSライセンス方式
の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『CiscoNX-OSLicensing
Guide』を参照してください。

Cisco
NX-OS

PIM の前提条件
PIMの前提条件は次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォ

ルト VRFに適用されます。

PIM の注意事項と制約事項
PIMには、次の注意事項と制限事項があります。
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•ほとんどの Cisco Nexusデバイスでは、RPF障害トラフィックはドロップされ、PIMアサー
トを発生するために非常に低レートで CPUに送信されます。 Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの場合、RPF障害のトラフィックは、マルチキャスト送信元を学習するために、常に
CPUにコピーされます。

•ほとんどの Cisco Nexusデバイスのファーストホップソース検出では、ファーストホップか
らのトラフィックは送信元サブネットチェックに基づいて検出され、送信元がローカルサ

ブネットに属する場合に限り、マルチキャストパケットが CPUにコピーされます。 Cisco
Nexus 9000シリーズスイッチではローカル送信元を検出できないため、マルチキャストパ
ケットは、ローカルマルチキャスト送信元を学習するためにスーパーバイザに送信されま

す。

• Cisco NX-OS PIMは、PIMデンスモードのすべてのモード、または PIMスパースモードの
バージョン 1と相互運用しません。

•同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルとBSRプロトコルを同時に設定できません。

•候補 RPインターバルを 15秒以上に設定してください。

•デバイスに BSRポリシーが適用されており、BSRとして選定されないように設定されてい
る場合、このポリシーは無視されます。これにより、次のようなデメリットが発生します。

◦ポリシーで許可されている BSMをデバイスが受信した場合、意図に反してこのデバイ
スがBSRに選定されていると、対象のBSMがドロップされるために下流のルータでは
そのBSMを受信できなくなります。また、下流のデバイスでは、不正なBSRから送信
された BSMが正しくフィルタリングされるため、これらのデバイスでは RP情報を受
信できなくなります。

◦ BSRに異なるデバイスから送られた BSMが着信すると、新しい BSMが送信されます
が、その正規の BSMは下流のデバイスでは受信されません。

• PIM hello間隔のデフォルト値が推奨されます。この値は変更しないでください。

• Cisco NX-OS PIMは、vPC上の SSMをサポートしませんが、Cisco NX-OS PIMは vPC上の
ASMをサポートします。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチが PIM SSMをサポートしていなくても、
PIM SSMコマンドがソフトウェアで表示される場合があります。 PIM SSMを
設定しようとしても、設定はアクティブになりません。

（注）

デフォルト設定
次の表に、PIMパラメータのデフォルト設定を示します。
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表 6：PIM パラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

ディセーブル共有ツリーだけを使用

ディセーブル再起動時にルートをフラッシュ

ディセーブルログネイバーの変更

ディセーブルAuto-RPメッセージアクション

ディセーブルBSRメッセージアクション

ディセーブルPIMスパースモード

1DRプライオリティ

ディセーブルhello認証モード

ディセーブルドメイン境界

メッセージをフィルタリングしないRPアドレスポリシー

メッセージをフィルタリングしないPIM Registerメッセージポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSR候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないBSRポリシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RPマッピングエージェントポ
リシー

メッセージをフィルタリングしないAuto-RP候補 RPポリシー

メッセージをフィルタリングしないJoin/Pruneポリシー

すべての PIMネイバーと隣接関係を確立ネイバーとの隣接関係ポリシー

ディセーブルBFD

PIM の設定
PIMは、各インターフェイスに設定できます。
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Cisco NX-OSは、PIMスパースモードバージョン 2のみをサポートします。このマニュアル
で「PIM」と記載されている場合は、PIMスパースモードのバージョン 2を意味しています。

（注）

マルチキャスト配信モードを使用すると、PIMドメインに、それぞれ独立したアドレス範囲を設
定できます（次の表を参照）。

説明RP 設定の必要性マルチキャスト配信モード

任意の送信元のマルチキャストYesASM

マルチキャスト用 RPFルートNoマルチキャスト用 RPF
ルート

PIM の設定作業
次の手順で PIMを設定します。

1 各マルチキャスト配信モードで設定するマルチキャストグループの範囲を選択します。

2 PIMをイネーブルにします。

3 ステップ 1で選択したマルチキャスト配信モードについて、次の設定作業を行います。

• ASMモードについては、「ASMの設定」を参照してください。

•マルチキャスト用 RPFルートについては、「マルチキャスト用 RPFルートの設定」を参
照してください。

4 メッセージフィルタリングを設定します。

次の CLIコマンドを使用して PIMを設定します。（注）

•設定コマンドは、ip pimで始まります。

•表示コマンドは、show ip pimで始まります。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）
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PIM 機能のイネーブル化
PIMコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにしておく必要があります。

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

PIMをイネーブルにします。デフォルト
ではPIMはディセーブルになっています。

feature pim

例：
switch(config)# feature pim

ステップ 2   

（任意）

PIMの実行コンフィギュレーション情報を
示します。

show running-configuration pim

例：
switch(config)# show
running-configuration pim

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

PIM スパースモードパラメータの設定
スパースモードドメインに参加させる各デバイスインターフェイスで、PIMスパースモードを
設定します。次の表に、設定可能なスパースモードパラメータを示します。

表 7：PIM スパースモードのパラメータ

説明パラメータ

デバイスにグローバルに適用
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説明パラメータ

Auto-RPメッセージの待ち受けと転送をイネーブルにします。これら
の機能はデフォルトではディセーブルになっているため、候補RPまた
はマッピングエージェントとして設定されていないルータは、Auto-RP
メッセージの受信と転送を行いません。

Auto-RPメッセージア
クション

BSRメッセージの待ち受けと転送をイネーブルにします。これらの機
能はデフォルトではディセーブルになっているため、候補 RPまたは
BSR候補として設定されていないルータは、BSRメッセージの受信と
転送を行いません。

BSRメッセージアク
ション

IPv4 Registerのレート制限を毎秒のパケット数で設定します。範囲は
1～ 65,535です。デフォルト設定は無制限です。

Registerのレート制限

IPv4の初期ホールドダウン期間を秒単位で設定します。このホールド
ダウン期間は、MRIBが最初に起動するのにかかる時間です。コンバー
ジェンスを高速化するには、小さい値を入力します。範囲は 90～ 210
です。ホールドダウン期間をディセーブルにするには、0を指定しま
す。デフォルトは 210です。

初期ホールドダウン期

間

デバイスの各インターフェイスに適用

インターフェイスで PIMをイネーブルにします。PIMスパースモード

現在のインターフェイスに、PIM helloメッセージの一部としてアドバ
タイズされる指定ルータ（DR）プライオリティを設定します。複数の
PIM対応ルータが存在するマルチアクセスネットワークでは、DRプラ
イオリティの最も高いルータが DRルータとして選定されます。プラ
イオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位のルータが DRに選
定されます。 DRは、直接接続されたマルチキャスト送信元に PIM
Registerメッセージを送信するとともに、直接接続された受信者に代
わって、ランデブーポイント（RP）方向に PIM Joinメッセージを送信
します。有効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルトは 1です。

DRプライオリティ

PIM helloメッセージでアドバタイズされる DRプライオリティを指定
期間にわたり 0に設定することで、指定ルータ（DR）の選定への参加
を遅延させます。この遅延中、DRは変更されず、現在のスイッチには
そのインターフェイスでのすべてのマルチキャストの状態を把握する

時間が与えられます。遅延期間が終了すると、DR選出を再び開始する
ために、正しい DRプライオリティが helloパケットで送信されます。
値の範囲は 3～ 0xffff秒です。

指定ルータの遅延
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説明パラメータ

インターフェイスで、PIMhelloメッセージ内のMD5ハッシュ認証キー
（パスワード）をイネーブルにして、直接接続されたネイバーによる

相互認証を可能にします。PIMhelloメッセージは、認証ヘッダー（AH）
オプションを使用して符号化された IPセキュリティです。暗号化され
ていない（クリアテキストの）キーか、または次に示す値のいずれか

を入力したあと、スペースとMD5認証キーを入力します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキストの）キーを指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

認証キーの文字数は最大16文字です。デフォルトではディセーブルに
なっています。

hello認証モード

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単位で設定します。範
囲は 1000～ 18724286です。デフォルトは 30000です。

このパラメータの確認された範囲および関連付けられた PIM
ネイバースケールについては、『CiscoNexus9000SeriesNX-OS
Verified Scalability Guide』を参照してください。

（注）

hello間隔

インターフェイスをPIMドメインの境界として設定し、対象のインター
フェイスで、ブートストラップ、候補 RP、または Auto-RPの各メッ
セージが送受信されないようにします。デフォルトではディセーブル

になっています。

ドメイン境界

ルートマップポリシーに基づいて PIMネイバーの隣接関係を設定しま
す。2隣接関係は、match ip addressコマンドを使用して IPアドレスで
指定できます。指定したポリシー名が存在しない場合、または IPアド
レスがポリシー内で設定されていない場合は、すべてのネイバーとの

隣接関係が確立されます。デフォルトでは、すべての PIMネイバーと
隣接関係が確立されます。

この機能の設定は、経験を積んだネットワーク管理者が行う

ことを推奨します。

（注）

ネイバーポリシー

2
ルートマップポリシーの設定方法については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。
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PIM スパースモードパラメータの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

（任意）

Auto-RPメッセージの待ち受けまたは転送をイネーブ
ルにします。デフォルトではこれらの機能がディセー

ip pim auto-rp {listen
[forward] | forward [listen]}

例：
switch(config)# ip pim
auto-rp listen

ステップ 2   

ブルになっているため、Auto-RPメッセージの受信ま
たは転送は行われません。

（任意）

BSRメッセージの待ち受けまたは転送をイネーブルに
します。デフォルトではこれらの機能がディセーブル

ip pim bsr {listen [forward] |
forward [listen]}

例：
switch(config)# ip pim bsr
forward

ステップ 3   

になっているため、BSRメッセージの受信または転送
は行われません。

（任意）

レート制限を毎秒のパケット数で設定します。範囲は

1～ 65,535です。デフォルト設定は無制限です。

ip pim register-rate-limit rate

例：
switch(config)# ip pim
register-rate-limit 1000

ステップ 4   

（任意）

指定されたルートマップで定義されているグループ

プレフィックスに対して、IPv4 PIM（*, G）状態のみ

ip pim spt-threshold infinity
group-list route-map-name

例：
switch(config)# ip pim
spt-threshold infinity

ステップ 5   

を作成します。Cisco NX-OSRelease 3.1は最大 1000の
ルートマップエントリを、Release 3.1以前の Cisco
NX-OSは最大 500のルートマップエントリをサポー
トします。

group-list
my_route-map-name

このコマンドは、仮想ポートチャネル（vPC/vPC+）
にはサポートされません。

ip pim use-shared-tree-only group-listコマン
ドは、ip pim spt-threshold infinity group-list
コマンドと同じ機能を実行します。この手

順を行うには、いずれかのコマンドを使用で

きます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

初期ホールドダウン期間を秒単位で設定します。範囲

は 90～ 210です。ホールドダウン期間をディセーブ

[ip | ipv4] routing multicast
holddown holddown-period

例：
switch(config)# ip routing
multicast holddown 100

ステップ 6   

ルにするには、0を指定します。デフォルトは 210で
す。

（任意）

PIM実行コンフィギュレーション情報を表示します。
show running-configuration
pim

例：
switch(config)# show
running-configuration pim

ステップ 7   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interface interface

例：
switch(config)# interface
ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 8   

現在のインターフェイスで PIMスパースモードをイ
ネーブルにします。デフォルトではディセーブルに

なっています。

ip pim sparse-mode

例：
switch(config-if)# ip pim
sparse-mode

ステップ 9   

（任意）

PIMhelloメッセージの一部としてアドバタイズされる
指定ルータ（DR）プライオリティを設定します。有
効範囲は 1～ 4294967295です。デフォルトは 1です。

ip pim dr-priority priority

例：
switch(config-if)# ip pim
dr-priority 192

ステップ 10   

（任意）

PIM helloメッセージでアドバタイズされるDRプライ
オリティを指定期間にわたり 0に設定することで、指

ip pim dr-delay delay

例：
switch(config-if)# ip pim
dr-delay 3

ステップ 11   

定ルータ（DR）の選定への参加を遅延させます。こ
の遅延中、DRは変更されず、現在のスイッチにはそ
のインターフェイスでのすべてのマルチキャストの状

態を把握する時間が与えられます。遅延期間が終了す

ると、DR選出を再び開始するために、正しい DRプ
ライオリティが helloパケットで送信されます。値の
範囲は 3～ 0xffff秒です。

このコマンドは、起動時にのみ、または IP
アドレスかインターフェイスの状態が変更さ

れた後にのみ、DR選定に参加することを遅
延させます。これは、マルチキャストアク

セスの非 vPCレイヤ 3インターフェイス専
用です。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

PIM helloメッセージ内のMD5ハッシュ認証キーをイ
ネーブルにします。暗号化されていない（クリアテキ

ip pim hello-authentication
ah-md5 auth-key

例：
switch(config-if)# ip pim
hello-authentication ah-md5
my_key

ステップ 12   

ストの）キーか、または次に示す値のいずれかを入力

したあと、スペースとMD5認証キーを入力します。

• 0：暗号化されていない（クリアテキストの）キー
を指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定します。

キーの文字数は最大16文字です。デフォルトではディ
セーブルになっています。

（任意）

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ秒単位で
設定します。範囲は 1000～ 18724286です。デフォ
ルトは 30000です。

ip pim hello-interval interval

例：
switch(config-if)# ip pim
hello-interval 25000

ステップ 13   

最小値は 1ミリ秒で
す。

（注）

（任意）

インターフェイスを PIMドメインの境界として設定
し、対象のインターフェイスで、ブートストラップ、

ip pim border

例：
switch(config-if)# ip pim
border

ステップ 14   

候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送受信さ
れないようにします。デフォルトではディセーブルに

なっています。

（任意）

インターフェイスを PIMドメインの境界として設定
し、対象のインターフェイスで、ブートストラップ、

ip pim neighbor-policy
policy-name

例：
switch(config-if)# ip pim
neighbor-policy
my_neighbor_policy

ステップ 15   

候補 RP、または Auto-RPの各メッセージが送受信さ
れないようにします。デフォルトではディセーブルに

なっています。

match ip addressコマンドを使用し、ルートマップポ
リシーに基づいてPIMネイバーの隣接関係も設定しま
す。ポリシー名の文字数は最大 63文字です。デフォ
ルトでは、すべてのPIMネイバーと隣接関係が確立さ
れます。

この機能の設定は、経験を積んだネットワー

ク管理者のみが行うことを推奨します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

PIMインターフェイスの情報を表示します。
show ip pim interface [interface
| brief] [vrf vrf-name | all]

例：
switch(config-if)# show ip
pim interface

ステップ 16   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config
startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config
startup-config

ステップ 17   

ASM の設定
Any Source Multicast（ASM）のマルチキャスト配信モードでは、マルチキャストデータの送信元
と受信者の間に、共通のルートとして動作する RPを設定する必要があります。

ASMモードを有効にするには、スパースモードおよび RPの選択方式を設定します。RPの選択
方式では、配信モードを指定して、マルチキャストグループの範囲を割り当てます。

スタティック RP の設定
RPを静的に設定するには、PIMドメインに参加するルータのそれぞれに RPアドレスを設定しま
す。

match ipmulticastコマンドで、使用するグループプレフィックスを示すルートマップポリシー名
を指定できます。

ip pim rp-addressコマンドは、次の機能を追加して拡張されました。

•既存のルートマップ方式の他に設定のプレフィックスリスト方式が追加されました。

•ポリシーアクションのサポートが追加されました（ルートマップまたはプレフィックスリ
スト）。

Cisco NX-OSは RPを検索するには、最長一致プレフィックスを常に使用しま
す。そのため、動作はルートマップまたはプレフィックスリストのグループ

プレフィックスの位置にかかわらず同じです。

（注）
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次の設定例は、Cisco NX-OSを使用して同じ出力を生成します（231.1.1.0/24はシーケンス番号に
関係なく常に拒否されます）。

ip prefix-list plist seq 10 deny 231.1.1.0/24
ip prefix-list plist seq 20 permit 231.1.0.0/16
ip prefix-list plist seq 10 permit 231.1.0.0/16
ip prefix-list plist seq 20 deny 231.1.1.0/24

スタティック RP の設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

マルチキャストグループ範囲に、PIMスタ
ティック RPアドレスを設定します。match ip

ip pim rp-address rp-address
[group-list ip-prefix | route-map
policy-name]

ステップ 2   

multicastコマンドで、使用するグループプレ

例：
switch(config)# ip pim rp-address
192.0.2.33 group-list 224.0.0.0/9

フィックスを示すルートマップポリシー名を

指定できます。モードは ASMです。デフォ
ルトのグループ範囲は ff00::0/8です。

この例では、指定したグループ範囲にPIMASM
モードを設定しています。

（任意）

BSRの受信/転送ステートなど、PIMRP情報を
表示します。

show ip pim group-range [ip-prefix |
vrf vrf-name]

例：
switch(config)# show ip pim
group-range

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   
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BSR の設定
BSRを設定するには、候補 BSRおよび候補 RPを選択します。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

候補 BSRの設定では、引数を指定できます（次の表を参照）。

表 8：候補 BSR の引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得する
ためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

マスクを適用するために使用される上位桁の 1の個数です。マスクでは、候補
RPのグループアドレス範囲の論理積をとることにより、ハッシュ値を算出し
ます。マスクは、グループ範囲が等しい一連の RPに割り当てられる連続アド
レスの個数を決定します。この値の範囲は 0～ 32であり、デフォルトは 30で
す。

hash-length

現在の BSRに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、プライ
オリティが最も高い BSRが選定されます。BSRプライオリティが等しい場合
は、IPアドレスが最上位のBSRが選定されます。この値の範囲は 0（プライオ
リティが最小）～ 255であり、デフォルト値は 64です。

priority

BSR 候補 RP の引数およびキーワードの設定

候補 RPの設定では、引数およびキーワードを指定できます（次の表を参照）。

表 9：BSR 候補 RP の引数およびキーワード

説明引数またはキー

ワード

ブートストラップメッセージで使用する、BSR送信元 IPアドレスを取得する
ためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

プレフィックス形式で指定された、この RPによって処理されるマルチキャス
トグループ。

group-list
ip-prefix
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説明引数またはキー

ワード

候補 RPメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～ 65,535であり、デ
フォルト値は 60秒です。

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨しま
す。

（注）

間隔

現在の RPに割り当てられたプライオリティ。ソフトウェアにより、グループ
範囲内でプライオリティが最も高い RPが選定されます。プライオリティが等
しい場合は、IPアドレスが最上位の RPが選定されます。（最も小さい数値が
最も高いプライオリティになります）。この値の範囲は 0（最も高いプライオ
リティ）～ 255で、デフォルトは 192です。

このプライオリティはBSR候補プライオリティとは異なります。BSR
候補プライオリティは、0～ 255の間で、高い値ほどプライオリティ
が高くなります。

（注）

priority

この機能を適用するグループプレフィックスを定義するルートマップポリシー

名です。

route-map
policy-name

候補 BSRおよび候補 RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されている必要があ
ります。

ヒント

BSRおよび候補 RPには同じルータを指定できます。多数のルータが設置されたドメインでは、
複数の候補BSRおよび候補RPを選択することにより、BSRまたはRPに障害が発生した場合に、
自動的に代替 BSRまたは代替 RPへとフェールオーバーすることができます。

候補 BSRおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1 PIMドメインの各ルータで BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。候補
RPまたは候補 BSRとして設定されたルータは、インターフェイスにドメイン境界機能が設定
されていない場合、すべてのブートストラップルータプロトコルメッセージの受信と転送を

自動的に実行します。

2 候補 BSRおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3 後述の手順に従い、候補 BSRおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4 BSRメッセージフィルタリングを設定します。
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BSR の設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

リッスンと転送を設定します。ip pim bsr {forward [listen] | listen
[forward]}

ステップ 2   

リモートPE上の各VRFで確実にこのコマンド
を入力してください。

例：
switch(config)# ip pim bsr listen
forward

候補ブートストラップルータ（BSP）を設定し
ます。ブートストラップメッセージで使用さ

ip pim bsr [bsr-candidate] interface
[hash-len hash-length] [priority
priority]

ステップ 3   

れる送信元 IPアドレスは、インターフェイス

例：
switch(config)# ip pim
bsr-candidate ethernet 2/1
hash-len 24

の IPアドレスです。ハッシュ長は 0～ 32であ
り、デフォルト値は 30です。プライオリティ
は 0～ 255であり、デフォルト値は 64です。

（任意）

BSRの候補RPを設定します。プライオリティ
は 0（プライオリティが最大）～ 65,535であ

ip [bsr] rp-candidate interface
group-list ip-prefix route-map
policy-name priority priority interval
interval

ステップ 4   

り、デフォルト値は 192です。インターバル

例：
switch(config)# ip pim
rp-candidate ethernet 2/1
group-list 239.0.0.0/24

は 1～ 65,535秒であり、デフォルト値は 60秒
です。

候補 RPインターバルは 15秒以上に
設定することを推奨します。

（注）

この例では、ASMの候補 RPを設定していま
す。

（任意）

PIMモードおよびグループ範囲を表示します。
show ip pim group-range [ip-prefix |
vrf vrf-name]

例：
switch(config)# show ip pim
group-range

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

Auto-RP の設定
Auto-RPを設定するには、候補マッピングエージェントおよび候補 RPを選択します。マッピン
グエージェントおよび候補 RPには同じルータを指定できます。

同じネットワーク内では、Auto-RPプロトコルと BSRプロトコルを同時に設定できません。注意

Auto-RPマッピングエージェントの設定では、引数を指定できます（次の表を参照）。

表 10：Auto-RP マッピングエージェントの引数

説明引数

ブートストラップメッセージで使用する、Auto-RPマッピングエージェントの
IPアドレスを取得するためのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能時間（TTL）
値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は 32です。

scope ttl

複数の Auto-RPマッピングエージェントを設定した場合、1つだけがドメインのマッピングエー
ジェントとして選定されます。選定されたマッピングエージェントは、すべての候補 RPメッ
セージを配信します。すべてのマッピングエージェントが配信された候補 RPメッセージを受信
し、受信した RPキャッシュを、RP-Discoveryメッセージの一部としてアドバタイズします。

候補 RPの設定では、引数およびキーワードを指定できます（次の表を参照）。

表 11：Auto-RP 候補 RP の引数およびキーワード

説明引数またはキー

ワード

ブートストラップメッセージで使用する、候補RPの IPアドレスを取得するた
めのインターフェイスタイプおよび番号。

interface

現在の RPで処理されるマルチキャストグループ。プレフィックス形式で指定
します。

group-list
ip-prefix
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説明引数またはキー

ワード

RP-Discoveryメッセージが転送される最大ホップ数を表す存続可能時間（TTL）
値。この値の範囲は 1～ 255であり、デフォルト値は 32です。

scope ttl

RP-Announceメッセージの送信間隔（秒）。この値の範囲は 1～ 65,535であ
り、デフォルト値は 60です。

候補 RPインターバルは 15秒以上に設定することを推奨しま
す。

（注）

間隔

この機能を適用するグループプレフィックスを定義するルートマップポリシー

名です。

route-map
policy-name

マッピングエージェントおよび候補RPは、PIMドメインのすべての箇所と適切に接続されて
いる必要があります。

ヒント

Auto-RPマッピングエージェントおよび候補 RPを設定する手順は、次のとおりです。

1 PIMドメインの各ルータで、Auto-RPメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。
候補 RPまたはAuto-RPマッピングエージェントとして設定されたルータは、インターフェイ
スにドメイン境界機能が設定されていない場合、すべての Auto-RPプロトコルメッセージの
受信と転送を自動的に実行します。

2 マッピングエージェントおよび候補 RPとして動作するルータを選択します。

3 後述の手順に従い、マッピングエージェントおよび候補 RPをそれぞれ設定します。

4 Auto-RPメッセージフィルタリングを設定します。

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

Auto RP の設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

Auto-RPマッピングエージェントを設定しま
す。 Auto-RP Discoveryメッセージで使用さ

ip pim {send-rp-discovery | auto-rp
mapping-agent} interface [scope ttl]

例：
switch(config)# ip pim auto-rp
mapping-agent ethernet 2/1

ステップ 2   

れる送信元 IPアドレスは、インターフェイ
スの IPアドレスです。デフォルトスコープ
は 32です。

Auto-RPの候補 RPを設定します。デフォル
トスコープは 32です。デフォルトインター

ip pim {send-rp-announce | auto-rp
rp-candidate} interface {group-list
ip-prefix | route_map policy-name} [scope
ttl] interval interval]

ステップ 3   

バルは60秒です。デフォルトでは、ASMの
候補 RPが作成されます。

例：
switch(config)# ip pim auto-rp
rp-candidate ethernet 2/1 group-list
239.0.0.0/24

候補 RPインターバルは 15秒以上
に設定することを推奨します。

（注）

この例では、ASMの候補RPを設定していま
す。

（任意）

PIMモードおよびグループ範囲を表示しま
す。

show ip pim group-range [ip-prefix | vrf
vrf-name]

例：
switch(config)# show ip pim
group-range

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

PIM Anycast-RP セットの設定
PIM Anycast-RPセットを設定する手順は、次のとおりです。

1 PIM Anycast-RPセットに属するルータを選択します。

2 PIM Anycast-RPセットの IPアドレスを選択します。

3 後述の手順に従い、PIM Anycast-RPセットに属するそれぞれのピア RPを設定します。
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PIM Anycast RP セットの設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

インターフェイスループバックを設定しま

す。

interface loopback number

例：
switch(config)# interface loopback
0

ステップ 2   

この例では、インターフェイスループバック

を 0に設定しています。

このインターフェイスの IPアドレスを設定し
ます。

ip address ip-prefix

例：
switch(config-if)# ip address
192.0.2.3/32

ステップ 3   

この例では、Anycast-RPの IPアドレスを設定
しています。

PIMをイネーブルにします。ip pim sparse-mode

例：
switch(config)# ip pim sparse-mode

ステップ 4   

指定したAnycast-RPアドレスに対応する PIM
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コ

ip pim anycast-rp anycast-rp-address
anycast-rp-peer-address

例：
switch(config)# ip pim anycast-rp
192.0.2.3 192.0.2.31

ステップ 5   

マンドで同じAnycast-RPアドレスを指定して
実行すると、Anycast-RPセットが作成されま
す。RPの IPアドレスは、同一セット内のRP
との通信に使用されます。

—RPセットに属する各RP（ローカル
ルータを含む）で、同じAnycast-RP

ステップ 6   

アドレスを使用してステップ5を繰
り返します。

（任意）

指定したAnycast-RPアドレスに対応する PIM
Anycast-RPピアアドレスを設定します。各コ

show ip pim group-range [ip-prefix |
vrf vrf-name]

例：
switch(config)# show ip pim
group-range

ステップ 7   

マンドで同じAnycast-RPアドレスを指定して
実行すると、Anycast-RPセットが作成されま
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目的コマンドまたはアクション

す。RPの IPアドレスは、同一セット内のRP
との通信に使用されます。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   

ASM 専用の共有ツリーの設定
共有ツリーを設定できるのは、Any Source Multicast（ASM）グループの最終ホップルータだけで
す。この場合、新たな受信者がアクティブグループに加入した場合、このルータでは共有ツリー

から SPTへのスイッチオーバーは実行されません。match ipmulticastコマンドで、共有ツリーを
適用するグループ範囲を指定できます。このオプションは、送信元ツリーに対する Join/Pruneメッ
セージを受信した場合の、ルータの標準動作には影響を与えません。

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCでの共有ツリー機能をサポートしません。 vPCの詳細につ
いては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

（注）

デフォルトではこの機能がディセーブルになっているため、ソフトウェアは送信元ツリーへのス

イッチオーバーを行います。

ASMモードでは、最終ホップルータだけが共有ツリーから SPTに切り替わります。（注）

ASM 専用の共有ツリーの設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

共有ツリーだけを構築します。共有ツリーから

SPTへのスイッチオーバーは実行されません。
ip pim use-shared-tree-only
group-list policy-name

例：
switch(config)# ip pim
use-shared-tree-only group-list
my_group_policy

ステップ 2   

match ipmulticastコマンドで、使用するグルー
プを示すルートマップポリシー名を指定しま

す。デフォルトでは、送信元に対する (*, G)ス
テートのマルチキャストパケットを受信する

と、ソフトウェアは PIM (S, G) Joinメッセージ
を送信元方向に発信します。

（任意）

PIMモードおよびグループ範囲を表示します。
show ip pim group-range [ip-prefix |
vrf vrf-name]

例：
switch(config)# show ip pim
group-range

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

マルチキャスト用 RPF ルートの設定
ユニキャストトラフィックパスを分岐させてマルチキャストデータを配信するには、マルチキャ

スト用 RPFルートを定義します。境界ルータにマルチキャスト用 RPFルートを定義すると、外
部ネットワークへの Reverse Path Forwarding（RPF）がイネーブルになります。

マルチキャストルートはトラフィック転送に直接使用されるわけではなく、RPFチェックのため
に使用されます。マルチキャスト用 RPFルートは再配布できません。

IPv6ではスタティックマルチキャストルートはサポートされていません。（注）

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

RPF計算で使用するマルチキャスト用RPF
ルートを設定します。ルートプリファレ

ip mroute {ip-addr mask | ip-prefix}
{next-hop | nh-prefix | interface}
[route-preference] [vrf vrf-name]

ステップ 2   

ンスは1～255です。デフォルトプリファ
レンスは 1です。

例：
switch(config)# ip mroute
192.0.2.33/1 224.0.0.0/1

（任意） 設定されているスタティック

ルートを表示します。

show ip static-route [multicast] [vrf
vrf-name]

例：
switch(config)# show ip static-route
multicast

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-configステップ 4   

マルチキャストマルチパスのディセーブル化

デフォルトでは、使用可能な複数のECMPパスがある場合、マルチキャストのRPFインターフェ
イスが自動的に選択されます。自動選択をディセーブルにすると、マルチキャストに単一の RPF
インターフェイスを指定することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストマルチパスをディセーブル

にするか、デフォルトの (S/RP G)ベースの
ipmulticastmultipath {none | s-g-hash
next-hop-based}

例：
switch(config)# ip multicast
multipath none

ステップ 2   

ハッシュの代わりに (S, G, Nexthop)に基づい
てハッシュを開始します。

マルチパスルートをクリアし、マルチキャ

ストマルチパス抑制をアクティブにします。

clear ip mroute *

例：
switch(config)# clear ip mroute *

ステップ 3   

RP 情報配信を制御するルートマップの設定
ルートマップは、一部の RP設定のミスや悪意のある攻撃に対する保護機能を提供します。

ルートマップを設定すると、ネットワーク全体について RP情報の配信を制御できます。各クラ
イアントルータで発信元の BSRまたはマッピングエージェントを指定したり、各 BSRおよび
マッピングエージェントで、アドバタイズされる（発信元の）候補 RPのリストを指定したりで
きるため、目的の情報だけが配信されるようになります。

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

RP 情報配信を制御するルートマップの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ルートマップコンフィギュレーションモード

を開始します。

route-map map-name [permit | deny]
[sequence-number]

例：
switch(config)# route-map ASM_only
permit 10
switch(config-route-map)#

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定したグループ、RP、およびRPタイプを
関連付けます。ユーザは RPのタイプ

match ip multicast {rp ip-address
[rp-type rp-type]} {{group-range
{gadrr_start to gadrr_end} | {group
ip-prefix}} {source source-ip-address}

ステップ 3   

（ASM）を指定できます。例で示すとおり、
このコンフィギュレーション方式では、グルー

プおよび RPを指定する必要があります。
例：
switch(config-route-map)# match ip
multicast group 224.0.0.0/4 rp
0.0.0.0/0 rp-type ASM

BSR RP、Auto-RP、およびスタ
ティックRPでは、group-rangeキー
ワードは使用できません。このコ

マンドは、permitまたは denyを許
可します。一部の match maskコマ
ンドは、permitまたは denyを許可
しません。

（注）

（任意）

設定されたルートマップを表示します。

show route-map

例：
switch(config-route-map)# show
route-map

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-route-map)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

メッセージフィルタリングの設定

rp-candidate-policyでのプレフィックスの照合では、プレフィックスが c-rpによるアドバタイズ
の内容と比較して完全に一致する必要があります。部分一致は許容されません。

（注）

以下の表に示す PIMメッセージのフィルタリングを設定できます。

表 12：PIM メッセージのフィルタリング

説明メッセージタイプ

デバイスにグローバルに適用

ネイバーのステート変更を通知する Syslogメッセージをイネーブルに
します。デフォルトではディセーブルになっています。

ネイバーの変更の記録
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説明メッセージタイプ

ルートマップポリシーに基づく、PIMRegisterメッセージのフィルタリ
ングをイネーブルにします。3ここでは、match ip multicastコマンド
で、グループアドレスまたはグループと送信元アドレスを指定できま

す。このポリシーは、RPとして動作するルータに適用されます。デ
フォルトではこの機能がディセーブルになっているため、PIM Register
メッセージのフィルタリングは行われません。

PIM Registerポリシー

ルートマップポリシーに基づく、ルータによる BSR候補 RPメッセー
ジのフィルタリングをイネーブルにします。ここでは、match ipコマ
ンドで、RPおよびグループアドレスを指定できます。このコマンド
は、BSRの選定対象のルータで使用できます。デフォルトでは、BSR
メッセージはフィルタリングされません。

BSR候補 RPポリシー

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアントルータによるBSR
メッセージのフィルタリングをイネーブルにします。ここでは、match
ipコマンドで、BSR送信元アドレスを指定できます。このコマンド
は、BSRメッセージを受信するクライアントルータで使用できます。
デフォルトでは、BSRメッセージはフィルタリングされません。

BSRポリシー

ルートマップポリシーに基づく、Auto-RPマッピングエージェントに
よる Auto-RP Announceメッセージのフィルタリングをイネーブルにし
ます。ここでは、match ipmulticastコマンドで、RPおよびグループア
ドレスを指定できます。このコマンドは、マッピングエージェントで

使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージはフィルタリン
グされません。

Auto-RP候補 RPポリ
シー

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルータによる Auto-RP
Discoveryメッセージのフィルタリングをイネーブルにします。match
ip multicastコマンドで、マッピングエージェント送信元アドレスを指
定できます。このコマンドは、Discoveryメッセージを受信するクライ
アントルータで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッセージ
はフィルタリングされません。

Auto-RPマッピング
エージェントポリシー

デバイスの各インターフェイスに適用

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセージのフィルタリン
グをイネーブルにします。ここでは、match ipコマンドで、グループ、
グループと送信元、またはグループと RPアドレスを指定できます。
デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタリングされません。

Join/Pruneポリシー

3
ルートマップポリシーの設定方法については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。
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次のコマンドでは、ルートマップをフィルタリングポリシーとして使用できます（各ステートメ

ントについて permitまたは denyのいずれか）。

• jp-policyコマンドでは (S,G)、(*,G)、または (RP,G)を使用できます。

• register-policyコマンドでは (S,G)または (*,G)を使用できます。

• igmp report-policyコマンドでは (*,G)または (S,G)を使用できます。

• state-limit reserver-policyコマンドでは (*,G)または (S,G)を使用できます。

• auto-rp rp-candidate-policyコマンドでは (RP,G)を使用できます。

• bsr rp-candidate-policyコマンドでは (RP,G)を使用できます。

• autorp mapping-agent policyコマンドでは (S)を使用できます。

• bsr bsr-policyコマンドでは (S)を使用できます。

次のコマンドでは、ルートマップアクション（permitまたは deny）が無視された場合に、ルー
トマップをコンテナとして使用できます。

• ip pim rp-address route mapコマンドでは Gのみを使用できます。

• ip igmp static-oif route mapコマンドでは (S,G)、(*,G)、(S,G-range)、(*,G-range)を使用できま
す。

• ip igmp join-group route mapコマンドでは (S,G)、(*,G)、(S,G-range)、(*,G-range)を使用でき
ます。

メッセージフィルタリング（PIM）の設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

（任意） ネイバーのステート変更を通知するSyslog
メッセージをイネーブルにします。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

ip pim log-neighbor-changes

例：
switch(config)# ip pim
log-neighbor-changes

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ルートマップポリシーに基づく、PIM Registerメッ
セージのフィルタリングをイネーブルにします。

ip pim register-policy
policy-name

例：
switch(config)# ip pim
register-policy
my_register_policy

ステップ 3   

match ipmulticastコマンドで、グループアドレスま
たはグループと送信元アドレスを指定できます。

（任意）

ルートマップポリシーに基づいてルータがBSR候補
RPメッセージをフィルタリングできるようにしま

ip pim bsr rp-candidate-policy
policy-name

例：
switch(config)# ip pim bsr
rp-candidate-policy
my_bsr_rp_candidate_policy

ステップ 4   

す。match ipmulticastコマンドで、RP、グループア
ドレスを指定できます。このコマンドは、BSRの選
定対象のルータで使用できます。デフォルトでは、

BSRメッセージはフィルタリングされません。

（任意）

ルートマップポリシーに基づく、BSRクライアント
ルータによるBSRメッセージのフィルタリングをイ

ip pimbsr bsr-policy policy-name

例：
switch(config)# ip pim bsr
bsr-policy my_bsr_policy

ステップ 5   

ネーブルにします。match ip multicastコマンドで、
BSR送信元アドレスを指定できます。このコマンド
は、BSRメッセージを受信するクライアントルータ
で使用できます。デフォルトでは、BSRメッセージ
はフィルタリングされません。

（任意）

ルートマップポリシーに基づく、Auto-RPマッピン
グエージェントによるAuto-RPAnnounceメッセージ

ip pim auto-rp
rp-candidate-policy policy-name

例：
switch(config)# ip pim
auto-rp rp-candidate-policy
my_auto_rp_candidate_policy

ステップ 6   

のフィルタリングをイネーブルにします。match ip
multicastコマンドで、RP、グループアドレスを指定
できます。このコマンドは、マッピングエージェン

トで使用できます。デフォルトでは、Auto-RPメッ
セージはフィルタリングされません。

（任意）

ルートマップポリシーに基づく、クライアントルー

タによるAuto-RPDiscoveryメッセージのフィルタリ

ip pim auto-rp
mapping-agent-policy
policy-name

例：
switch(config)# ip pim
auto-rp mapping-agent-policy
my_auto_rp_mapping_policy

ステップ 7   

ングをイネーブルにします。match ip multicastコマ
ンドで、マッピングエージェント送信元アドレスを

指定できます。このコマンドは、Discoveryメッセー
ジを受信するクライアントルータで使用できます。

デフォルトでは、Auto-RPメッセージはフィルタリ
ングされません。
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目的コマンドまたはアクション

指定したインターフェイスでインターフェイスモー

ドを開始します。

interface interface

例：
switch(config)# interface
ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 8   

（任意）

ルートマップポリシーに基づく、Join/Pruneメッセー
ジのフィルタリングをイネーブルにします。match

ip pim jp-policy policy-name [in
| out]

例：
switch(config-if)# ip pim
jp-policy my_jp_policy

ステップ 9   

ip multicastコマンドで、グループ、グループと送信
元、またはグループとRPアドレスを指定できます。
デフォルトでは、Join/Pruneメッセージはフィルタリ
ングされません。

（任意）

PIMコンフィギュレーションコマンドを表示しま
す。

show run pim

例：
switch(config-if)# show run
pim

ステップ 10   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config
startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 11   

PIM プロセスの再起動
PIMプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができます。
デフォルトでは、ルートはフラッシュされません。

フラッシュされたルートは、Multicast Routing InformationBase（MRIB）およびMulticast Forwarding
Information Base（MFIB）から削除されます。

PIMを再起動すると、次の処理が実行されます。

• PIMデータベースが削除されます。

• MRIBおよびMFIBは影響を受けず、トラフィックは引き続き転送されます。

•マルチキャストルートの所有権がMRIB経由で検証されます。

•ネイバーから定期的に送信される PIM Joinメッセージおよび Pruneメッセージを使用して、
データベースにデータが再度読み込まれます。
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PIM プロセスの再起動

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMがイネーブルになって
いることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

PIMプロセスを再起動します。restart pim

例：
switch# restart pim

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 2   

PIMプロセスの再起動時に、ルートを削除
します。デフォルトでは、ルートはフラッ

シュされません。

ip pim flush-routes

例：
switch(config)# ip pim
flush-routes

ステップ 3   

（任意）

flush-routesコマンドを含む、PIM実行コン
フィギュレーション情報を示します。

show running-configuration pim

例：
switch(config)# show
running-configuration pim

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

VRF モードでの PIM の BFD の設定

VRFまたはインターフェイスを使用して PIMの双方向フォワーディング検出（BFD）を設定
できます。

（注）
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はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、PIMがイネーブルになっているこ
と、および BFDがイネーブルになっていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

VRFコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

vrf context vrf-name

例：
switch# vrf context test
switch(config-vrf)#

ステップ 2   

指定された VRFで BFDをイネーブルにしま
す。

ip pim bfd

例：
switch(config-vrf)# ip pim bfd

ステップ 3   

コンフィギュレーションモードで ip
pim bfdコマンドを入力して、VRF
インスタンス上のBFDをイネーブル
にすることもできます。

（注）

インターフェイスモードでの PIM の BFD の設定

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、PIMがイネーブルになっているこ
と、および BFDがイネーブルになっていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface interface-type

例：
switch(config)# interface ethernet
7/40
switch(config-if)#

ステップ 2   

指定したインターフェイスの BFDをイネー
ブルにします。VRFのBFDをイネーブルに

ip pim bfd instance

例：
switch(config-if)# ip pim bfd
instance

ステップ 3   

するかどうかに関係なく、PIMインターフェ
イスの BFDをイネーブルまたはディセーブ
ルにすることができます。

（任意）

PIM実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration pim

例：
switch(config-if)# show
running-configuration pim

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

PIM の設定の確認
PIMの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

説明コマンド

IPマルチキャストルー
ティングテーブルを表示

します。

show ip mroute

各 RPの Designated
Forwarder（DF）情報をイ
ンターフェイス別に表示し

ます。

show ip pim df [vrf vrf-name]
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説明コマンド

学習済みまたは設定済みの

グループ範囲およびモード

を表示します。同様の情

報については、show ippim
rpコマンドを参照してく
ださい。

show ip pim group-range [vrf vrf-name]

情報をインターフェイス別

に表示します。

show ip pim interface [interface | brief] [vrf vrf-name]

ネイバーをインターフェイ

ス別に表示します。

show ip pim neighbor [vrf vrf-name]

発信インターフェイス

（OIF）リスト内のすべて
のインターフェイスを表示

します。

show ip pim oif-list group [source] [vrf vrf-name]

各マルチキャストルート

の情報を表示します。指定

した (S, G)に対して、PIM
Joinメッセージを受信した
インターフェイスなどを表

示できます。

show ip pim route [source group | group [source]][vrf vrf-name]

ソフトウェアの既知のラン

デブーポイント（RP）お
よびその学習方法と、それ

らのグループ範囲を表示し

ます。同様の情報につい

ては、show ip pim
group-rangeコマンドを参
照してください。

show ip pim rp [vrf vrf-name]

ブートストラップルータ

（BSP）RPハッシュ情報
を表示します。 RPハッ
シュの詳細については、

RFC 5059を参照してくだ
さい。

show ip pim rp-hash group-address

実行コンフィギュレーショ

ン情報を表示します。

show running-configuration pim
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説明コマンド

スタートアップコンフィ

ギュレーション情報を表示

します。

show startup-configuration pim

各 VRFの情報を表示しま
す。

show ip pim vrf [vrf-name | all] [detail]

統計情報の表示
次に、PIMの統計情報を、表示およびクリアするためのコマンドについて説明します。

PIM の統計情報の表示
これらのコマンドを使用すると、PIMの統計情報とメモリ使用状況を表示できます。

説明コマンド

Register、RP、および Join/Pruneメッセージのポ
リシーについて、ポリシー統計情報を表示しま

す。

show ip pim policy statistics

グローバル統計情報を表示します。show ip pim statistics [vrf vrf-name]

PIM の統計情報のクリア
これらのコマンドを使用すると、PIM統計情報をクリアできます。

説明コマンド

指定したインターフェイスのカウンタをクリア

します。

clear ip pim interface statistics interface

Register、RP、および Join/Pruneメッセージのポ
リシーについて、ポリシーカウンタをクリアし

ます。

clear ip pim policy statistics

PIMプロセスで使用されるグローバルカウンタ
をクリアします。

clear ip pim statistics [vrf vrf-name]
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PIM の設定例
ここでは、さまざまなデータ配信モードおよび RP選択方式を使用し、PIMを設定する方法につ
いて説明します。

BSR の設定例
BSRメカニズムを使用して ASMモードで PIMを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、
次の手順を実行します。

1 ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを設定します。す
べてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2 ルータが BSRメッセージの受信と転送を行うかどうかを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr forward listen

3 BSRとして動作させるルータのそれぞれに、BSRパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30

4 候補 RPとして動作させるルータのそれぞれに、RPパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24

5 メッセージフィルタリングを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

次に、BSRメカニズムを使用して PIM ASMモードを設定し、同一のルータに BSRと RPを設定
する場合の例を示します。

configure terminal
interface ethernet 2/1
ip pim sparse-mode
exit

ip pim bsr forward listen
ip pim bsr-candidate ethernet 2/1 hash-len 30
ip pim rp-candidate ethernet 2/1 group-list 239.0.0.0/24
ip pim log-neighbor-changes
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PIM Anycast RP の設定例
PIM Anycast-RP方式を使用して ASMモードを設定するには、PIMドメイン内の各ルータで、次
の手順を実行します。

1 ドメインに参加させるインターフェイスで PIMスパースモードパラメータを設定します。す
べてのインターフェイスで PIMをイネーブルにすることを推奨します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

2 Anycast-RPセット内のすべてのルータに適用する RPアドレスを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.3/32

3 Anycast-RPセットに加える各ルータで、その Anycast-RPセットに属するルータ間で通信に使
用するアドレスを指定し、ループバックを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 1
switch(config-if)# ip address 192.0.2.31/32

4 Anycast-RPセットに加える各ルータについて、Anycast-RPパラメータとして Anycast-RPの IP
アドレスを指定します。同じ作業を、Anycast-RPの各 IPアドレスで繰り返します。この例で
は、2つの Anycast-RPを指定しています。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.31
switch(config)# ip pim anycast-rp 192.0.2.3 193.0.2.32

5 メッセージフィルタリングを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip pim log-neighbor-changes

次に、2つの Anycast-RPを使用し、PIM ASMモードを設定する場合の例を示します。
configure terminal
interface ethernet 2/1
ip pim sparse-mode
exit
interface loopback 0
ip address 192.0.2.3/32
exit
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.31
ip pim anycast-rp 192.0.2.3 192.0.2.32
ip pim log-neighbor-changes

Prefix-Based および Route-Map-Based の設定

ip prefix-list plist11 seq 10 deny 231.129.128.0/17
ip prefix-list plist11 seq 20 deny 231.129.0.0/16
ip prefix-list plist11 seq 30 deny 231.128.0.0/9
ip prefix-list plist11 seq 40 permit 231.0.0.0/8
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ip prefix-list plist22 seq 10 deny 231.129.128.0/17
ip prefix-list plist22 seq 20 deny 231.129.0.0/16
ip prefix-list plist22 seq 30 permit 231.128.0.0/9
ip prefix-list plist22 seq 40 deny 231.0.0.0/8

ip prefix-list plist33 seq 10 deny 231.129.128.0/17
ip prefix-list plist33 seq 20 permit 231.129.0.0/16
ip prefix-list plist33 seq 30 deny 231.128.0.0/9
ip prefix-list plist33 seq 40 deny 231.0.0.0/8

ip pim rp-address 172.21.0.11 prefix-list plist11
ip pim rp-address 172.21.0.22 prefix-list plist22
ip pim rp-address 172.21.0.33 prefix-list plist33
route-map rmap11 deny 10
match ip multicast group 231.129.128.0/17
route-map rmap11 deny 20
match ip multicast group 231.129.0.0/16
route-map rmap11 deny 30
match ip multicast group 231.128.0.0/9
route-map rmap11 permit 40
match ip multicast group 231.0.0.0/8

route-map rmap22 deny 10
match ip multicast group 231.129.128.0/17
route-map rmap22 deny 20
match ip multicast group 231.129.0.0/16
route-map rmap22 permit 30
match ip multicast group 231.128.0.0/9
route-map rmap22 deny 40
match ip multicast group 231.0.0.0/8

route-map rmap33 deny 10
match ip multicast group 231.129.128.0/17
route-map rmap33 permit 20
match ip multicast group 231.129.0.0/16
route-map rmap33 deny 30
match ip multicast group 231.128.0.0/9
route-map rmap33 deny 40
match ip multicast group 231.0.0.0/8

ip pim rp-address 172.21.0.11 route-map rmap11
ip pim rp-address 172.21.0.22 route-map rmap22
ip pim rp-address 172.21.0.33 route-map rmap33

出力

dc3rtg-d2(config-if)# show ip pim rp
PIM RP Status Information for VRF "default"
BSR disabled
Auto-RP disabled
BSR RP Candidate policy: None
BSR RP policy: None
Auto-RP Announce policy: None
Auto-RP Discovery policy: None

RP: 172.21.0.11, (0), uptime: 00:12:36, expires: never,
priority: 0, RP-source: (local), group-map: rmap11, group ranges:

231.0.0.0/8 231.128.0.0/9 (deny)
231.129.0.0/16 (deny) 231.129.128.0/17 (deny)

RP: 172.21.0.22, (0), uptime: 00:12:36, expires: never,
priority: 0, RP-source: (local), group-map: rmap22, group ranges:

231.0.0.0/8 (deny) 231.128.0.0/9
231.129.0.0/16 (deny) 231.129.128.0/17 (deny)

RP: 172.21.0.33, (0), uptime: 00:12:36, expires: never,
priority: 0, RP-source: (local), group-map: rmap33, group ranges:

231.0.0.0/8 (deny) 231.128.0.0/9 (deny)
231.129.0.0/16 231.129.128.0/17 (deny)

dc3rtg-d2(config-if)# show ip mroute
IP Multicast Routing Table for VRF "default"
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(*, 231.1.1.1/32), uptime: 00:07:20, igmp pim ip
Incoming interface: Ethernet2/1, RPF nbr: 10.165.20.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:07:20, igmp

(*, 231.128.1.1/32), uptime: 00:14:27, igmp pim ip
Incoming interface: Ethernet2/1, RPF nbr: 10.165.20.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:14:27, igmp

(*, 231.129.1.1/32), uptime: 00:14:25, igmp pim ip
Incoming interface: Ethernet2/1, RPF nbr: 10.165.20.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:14:25, igmp

(*, 231.129.128.1/32), uptime: 00:14:26, igmp pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 10.0.0.1
Outgoing interface list: (count: 1)
loopback1, uptime: 00:14:26, igmp

(*, 232.0.0.0/8), uptime: 1d20h, pim ip
Incoming interface: Null, RPF nbr: 10.0.0.1
Outgoing interface list: (count: 0)

dc3rtg-d2(config-if)# show ip pim group-range
PIM Group-Range Configuration for VRF "default"
Group-range Mode RP-address Shared-tree-only range
232.0.0.0/8 ASM - -
231.0.0.0/8 ASM 172.21.0.11 -
231.128.0.0/9 ASM 172.21.0.22 -
231.129.0.0/16 ASM 172.21.0.33 -
231.129.128.0/17 Unknown - -

関連資料

参照先関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guide』

VRFの設定

Standards
TitleStandards

—この機能でサポートされる新規の標準また

は変更された標準はありません。また、既

存の標準のサポートは変更されていませ

ん。
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MIB
MIB リンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウンロード
するには、次の URLにアクセスしてください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

PIMに関連したMIB
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第 5 章

IGMP スヌーピングの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスにインターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌー
ピングを設定する方法を説明します。

• IGMPスヌーピングについて, 81 ページ

• IGMPスヌーピングのライセンス要件, 84 ページ

• IGMPスヌーピングの前提条件, 84 ページ

• IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項, 85 ページ

• デフォルト設定, 86 ページ

• IGMPスヌーピングパラメータの設定, 86 ページ

• IGMPスヌーピング設定の検証, 99 ページ

• IGMPスヌーピング統計情報の表示, 99 ページ

• IGMPスヌーピング統計情報のクリア, 100 ページ

• IGMPスヌーピングの設定例, 100 ページ

IGMP スヌーピングについて

デバイスの IGMPスヌーピングはディセーブルにしないことを推奨します。 IGMPスヌーピン
グをディセーブルにすると、デバイス内で不正なフラッディングが過度に発生し、マルチキャ

ストのパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

IGMPスヌーピングソフトウェアは、VLAN内のレイヤ 2 IPマルチキャストトラフィックを調べ
て、該当する受信側が入っているポートを検出します。 IGMPスヌーピングではポート情報を利
用することにより、マルチアクセスLAN環境における帯域幅消費量を削減し、VLAN全体へのフ
ラッディングを回避します。 IGMPスヌーピング機能は、マルチキャスト対応ルータに接続され
たポートを追跡して、ルータによる IGMPメンバーシップレポートの転送機能を強化します。ト
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ポロジの変更通知には、IGMPスヌーピングソフトウェアが応答します。デバイスでは、IGMP
スヌーピングがデフォルトでイネーブルになっています。

この図に、ホストと IGMPルータ間に設置された IGMPスヌーピングスイッチを示します。 IGMP
スヌーピングスイッチは、IGMPメンバーシップレポートおよび Leaveメッセージをスヌーピン
グして、必要な場合にだけ接続された IGMPルータに転送します。

図 12：IGMP スヌーピングスイッチ

IGMPスヌーピングソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3コントロールプレーン
パケットの処理に関与し、レイヤ 3コントロールプレーンパケットを代行受信して、レイヤ 2の
転送処理を操作します。

Cisco NX-OS IGMPスヌーピングソフトウェアには、次の独自機能があります。

•宛先および送信元の IPアドレスに基づいたマルチキャストパケットの転送が可能な送信元
フィルタリング

• MACアドレスではなく、IPアドレスに基づいたマルチキャスト転送

• MACアドレスに基づいた代わりのマルチキャスト転送

•不明なトラフィックをルータにのみ転送し、非データ駆動で状態作成を実行する Optimized
Multicast Flooding（OMF）

IGMPスヌーピングの詳細については、RFC 4541を参照してください。

IGMPv1 および IGMPv2
IGMPv1と IGMPv2は両方とも、メンバーシップレポート抑制をサポートします。つまり、同一
サブネット上の 2つのホストが同一グループのマルチキャストデータを受信する場合、他方のホ
ストからメンバーレポートを受信するホストは、そのレポートを送信しません。メンバーシップ

レポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生します。
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各 VLANスイッチポートに接続されているホストが 1つしかない場合は、IGMPv2の高速脱退機
能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバのクエリーメッセージがホストに送

信されません。ソフトウェアは IGMP Leaveメッセージを受信すると、ただちに該当するポート
へのマルチキャストデータ転送を停止します。

IGMPv1では、明示的な IGMP Leaveメッセージが存在しないため、特定のグループについてマル
チキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッセージ

タイムアウトが利用されます。

高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、最終メ

ンバーのクエリーインターバル設定が無視されます。

（注）

IGMPv3
Cisco NX-OSでの IGMPv3スヌーピングの実装では完全な IGMPv3スヌーピングがサポートされ
ています。これにより、IGMPv3レポートの（S、G）情報に基づいて、抑制されたフラッディン
グが提供されます。この送信元ベースのフィルタリングにより、デバイスは対象のマルチキャス

トグループにトラフィックを送信する送信元に基づいて、マルチキャストトラフィックの宛先

ポートを制限できます。

ソフトウェアのデフォルト設定では、各VLANポートに接続されたホストが追跡されます。この
明示的な追跡機能は、高速脱退メカニズムをサポートしています。 IGMPv3ではすべてのホスト
がメンバーシップレポートを送信するため、レポート抑制機能を利用すると、デバイスから他の

マルチキャスト対応ルータに送信されるトラフィック量を制限できます。レポート抑制をイネー

ブルにすると、過去にいずれの IGMPv1ホストまたは IGMPv2ホストからも対象のグループへの
要求がなかった場合には、プロキシレポートが作成されます。プロキシ機能により、ダウンスト

リームホストが送信するメンバーシップレポートからグループステートが構築され、アップス

トリームクエリアからのクエリーに応答するためにメンバーシップレポートが生成されます。

IGMPv3メンバーシップレポートには LANセグメント上のグループメンバの一覧が含まれてい
ますが、最終ホストが脱退すると、メンバーシップクエリーが送信されます。最終メンバのクエ

リーインターバルについてパラメータを設定すると、タイムアウトまでにどのホストからも応答

がなかった場合に、グループステートが解除されます。

IGMP スヌーピングクエリア
マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-IndependentMulticast
（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップクエリーを
送信するように IGMPスヌーピングクエリアを設定する必要があります。このクエリアは、マル
チキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブクエリアを含まない VLANで定義しま
す。

VLANの任意の IPドレスを使用するようにクエリアを設定できます。
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ベストプラクティスとして、簡単にクエリアを参照するには、一意の IPアドレス（スイッチイ
ンターフェイスまたは Hot Standby Router Protocol（HSRP）仮想 IPアドレスでまだ使用されてい
ない）を設定する必要があります。

クエリアの IPアドレスは、ブロードキャスト IPアドレス、マルチキャスト IPアドレス、また
は 0（0.0.0.0）にしないでください。

（注）

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルな場合は、定期的に IGMPクエリーが送信されるため、
IPマルチキャストトラフィックを要求するホストから IGMPレポートメッセージが発信されま
す。 IGMPスヌーピングはこれらの IGMPレポートを待ち受けて、適切な転送を確立します。

IGMPスヌーピングクエリアは、RFC 2236に記述されているようにクエリア選択を実行します。
クエリア選択は、次の構成で発生します。

•異なるスイッチ上の同じ VLANに同じサブネットに複数のスイッチクエリアが設定されて
いる場合。

•設定されたスイッチクエリアが他のレイヤ 3 SVIクエリアと同じサブネットにある場合。

仮想化のサポート

IGMPスヌーピングに対して、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを定義で
きます。

showコマンドに VRF引数を指定して実行すると、表示される情報のコンテキストを確認できま
す。 VRF引数を指定しない場合は、デフォルト VRFが使用されます。

VRFの設定については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参
照してください。

IGMP スヌーピングのライセンス要件
ライセンス要件製品

IGMPスヌーピングにはライセンスは不要です。ライセンスパッケージに含まれ
ていない機能はnx-osイメージにバンドルされており、無料で提供されます。Cisco
NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照
してください。

Cisco
NX-OS

IGMP スヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングの前提条件は、次のとおりです。
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•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォ

ルト VRFに適用されます。

IGMP スヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

•レイヤ 3 IPv6マルチキャストルーティングはサポートされていません。

•レイヤ 2 IPv6マルチキャストパケットは、着信 VLANでフラッディングされます。

•レイヤ 2ネットワークでマルチキャスト転送を必要とする IPv6マルチキャストネットワー
クに対して IGMP Optimized Multicast Flooding（OMF）をディセーブルにする必要がありま
す。

• IPv6パケットの転送が必要なVLANの IGMP最適化マルチキャスト転送をディセーブルにす
る必要があります。

•仮想ポートチャネル（vPC）ピアを設定している場合、2台のデバイス間の IGMPスヌーピ
ング設定オプションに相違があると、次のような結果になります。

◦一方のデバイスで IGMPスヌーピングをイネーブルにして、他方でディセーブルにする
と、スヌーピングがディセーブルであるデバイスではすべてのマルチキャストトラフィッ

クがフラッディングします。

◦マルチキャストルータまたはスタティックグループの設定の相違は、トラフィック損
失の原因になり得ます。

◦高速脱退、明示的な追跡、およびレポート抑制のオプションをトラフィックの転送に使
用する場合、これらのオプションに相違が生じる可能性があります。

◦デバイス間でクエリーパラメータが異なると、一方のデバイスではマルチキャストス
テートが期限切れとなり、もう一方のデバイスでは転送が継続されます。この相違に

よって、トラフィック損失または転送の長時間化が発生します。

◦ IGMPスヌーピングクエリアを両方のデバイスで設定している場合、クエリーがトラ
フィックで確認されると、IGMPスヌーピングクエリアはシャットダウンするので、一
方のクエリアだけがアクティブになります。

• ip igmp snooping proxy general-queriesコマンドを使用する場合は、ip igmp snooping
group-timeoutコマンドをイネーブルにする必要があります。これを「never」に設定するこ
とをお勧めします。そのようにしない場合、マルチキャストパケットが損失する場合があ

ります。
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デフォルト設定

デフォルトパラメータ

イネーブルIGMPスヌーピング

イネーブル明示的な追跡

ディセーブル高速脱退

1秒最終メンバのクエリーインター

バル

ディセーブルスヌーピングクエリア

イネーブルレポート抑制

イネーブルリンクローカルグループ抑制

ディセーブルデバイス全体での IGMPv3レポー
ト抑制

イネーブルVLANごとの IGMPv3レポート抑
制

IGMP スヌーピングパラメータの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコ
マンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

他のコマンドを有効にする前に、IGMPスヌーピングをグローバルにイネーブルにする必要が
あります。

（注）

グローバル IGMP スヌーピングパラメータの設定
IGMPスヌーピングプロセスの動作をグローバルに変更するには、次の表に示すオプションの
IGMPスヌーピングパラメータを設定します。
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説明パラメータ

IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デフォルトではイ
ネーブルになっています。

グローバルな設定がディセーブルになっている場合

は、すべての VLANが、イネーブルかどうかに関係
なくディセーブルと見なされます。

（注）

IGMPスヌーピング

IGMPスヌーピング履歴バッファのサイズを設定します。デフォ
ルトは smallです。

イベント履歴

デバイス上のすべての VLANのグループメンバーシップタイ
ムアウトを設定します。

グループタイムアウト

デバイスのリンクローカルグループ抑制を設定します。デフォ

ルトではイネーブルになっています。

リンクローカルグループ抑制

デバイス上のすべての VLANで Optimized Multicast Flood
（OMF）を設定します。デフォルトではイネーブルになってい
ます。

Optimise-multicast-flood

デバイスの IGMPスヌーピングプロキシを設定します。デフォ
ルトは 5秒です。

Proxy

デバイスのマルチキャスト対応ルータに送信されるメンバーシッ

プレポートトラフィックを制限します。レポート抑制をディ

セーブルにすると、すべての IGMPレポートがそのままマルチ
キャスト対応ルータに送信されます。デフォルトではイネーブ

ルになっています。

レポート抑制

デバイスの IGMPv3レポート抑制およびプロキシレポートを設
定します。デフォルトではディセーブルになっています。

IGMPv3レポート抑制

IGMPスヌーピングパラメータの注記

次に、IGMPスヌーピングパラメータの一部についての補足的な注記を示します。

• IGMPスヌーピングプロキシパラメータ

IGMP一般クエリー（GQ）の各インターバルでスヌーピングスイッチにかかる負担を減らす
ために、CiscoNX-OSソフトウェアには、マルチキャストルータに設定されたクエリーイン
ターバルから、IGMPスヌーピングスイッチの定期的な一般クエリー動作を分離する方法が
用意されています。

IGMP一般クエリーをすべてのスイッチポートにフラッディングする代わりに、一般クエ
リーをマルチキャストルータから消費するようにデバイスを設定できます。デバイスが一

般クエリーを受信すると、現在アクティブなすべてのグループに対してプロキシレポートを
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生成し、ルータのクエリーで指定されるMRTで指定された期間でプロキシレポートを配布
します。同時に、マルチキャストルータの一般クエリーのアクティビティに関係なく、デ

バイスは、ラウンドロビン方式でVLANの各ポート上に IGMP一般クエリーを送信します。
これは、次の式によって求められるレートでVLANのすべてのインターフェイスを順に処理
します。

レート = {VLAN内のインターフェイスの数} * {設定されたMRT} * {VLANの数}

このモードでクエリーを実行する場合、デフォルトMRT値は 5,000ミリ秒（5秒）です。
VLANにスイッチポートが 500個あるデバイスの場合、システムですべてのインターフェイ
スを一巡するには 2,500秒（40分）かかります。これは、デバイス自体がクエリアの場合で
も同様です。

この動作は、随時 1台のホストだけが一般クエリーに応答し、デバイスのパケット/秒 IGMP
機能を下回るレートによる同時レポートレートを保持することを確実にします（約 3,000～
4,000 pps）。

このオプションを使用する場合は、ip igmp snooping group-timeoutパラメータ
の値を大きくするか、タイムアウトにしないようにします。

（注）

ip igmp snooping proxy general-queries [mrt]コマンドを使用すると、スヌーピング機能はマ
ルチキャストルータからの一般クエリーにプロキシ応答するようになる一方で、指定された

MRT値を持つ各スイッチポートに対するラウンドロビン一般クエリーの送信も行われます。
（デフォルトのMRT値は 5秒です。）

• IGMPスヌーピンググループタイムアウトパラメータ

グループタイムアウトパラメータを設定すると 3回連続で一般クエリーの処理できない事
象に基づくメンバーシップの期限切れ動作がディセーブルになります。グループメンバー

シップは、デバイスがそのポートで明示的に IGMP脱退を受信するまで、特定のスイッチ
ポートに残ります。

ip igmp snooping group-timeout {timeout | never}コマンドは 3回連続で一般クエリーを受信し
なかったときの IGMPスヌーピンググループメンバーシップの期限切れ動作を変更するか
ディセーブルにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィ

ギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステッ

プ 1   
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目的コマンドまたはアクション

次のコマンドを使用し

て、IGMPスヌーピン
グを設定できます。

説明オプションステッ

プ 2   
デバイスの IGMPスヌーピング
をイネーブルにします。デフォ

ルトではイネーブルになってい

ます。

このコマンドの no形
式により、グローバル

設定がディセーブルに

なっている場合は、

個々のVLANで IGMP
スヌーピングがイネー

ブルであるかどうかに

関係なく、すべての

VLANで IGMPスヌー
ピングがディセーブル

になります。 IGMPス
ヌーピングをディセー

ブルにすると、レイヤ

2マルチキャストフ
レームがすべてのモ

ジュールにフラッディ

ングします。

（注）

ip igmp snooping

switch(config)# ip igmp
snooping

イベント履歴バッファのサイズ

を設定します。デフォルトは

smallです。

ip igmp snooping event-history

switch(config)# ip igmp
snooping event-history

デバイス上のすべてのVLANの
グループメンバーシップタイム

アウト値を設定します。

ip igmp snooping group-timeout
{minutes | never}

switch(config)# ip igmp
snooping group-timeout never

デバイス全体のリンクローカル

グループ抑制を設定します。デ

フォルトではイネーブルになっ

ています。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

switch(config)# ip igmp
snooping
link-local-groups-suppression
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

デバイス上のすべてのVLANで
OMFを最適化します。デフォ
ルトではイネーブルになってい

ます。

ip igmp snooping
optimise-multicast-flood

switch(config)# ip igmp
snooping
optimise-multicast-flood

デバイスの IGMPスヌーピング
プロキシを設定します。デフォ

ルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-inquiries [mrt seconds]

switch(config)# ip igmp
snooping proxy
general-inquiries

マルチキャスト対応ルータに送

信されるメンバシップレポート

トラフィックを制限します。レ

ポート抑制をディセーブルにす

ると、すべての IGMPレポート
がそのままマルチキャスト対応

ルータに送信されます。デフォ

ルトではイネーブルになってい

ます。

ip igmp snooping
v3-report-suppression

switch(config)# ip igmp
snooping
v3-report-suppression

IGMPv3レポート抑制およびプ
ロキシレポートを設定します。

デフォルトではディセーブルに

なっています。

ip igmp snooping
report-suppression

switch(config)# ip igmp
snooping report-suppression

（任意）実行コンフィ

ギュレーションをス

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config startup-config

ステッ

プ 3   
タートアップコン

フィギュレーションに

コピーします。

VLAN ごとの IGMP スヌーピングパラメータの設定
IGMPスヌーピングプロセスの動作を VLANごとに変更するには、この表に示すオプションの
IGMPスヌーピングパラメータを設定します。
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説明パラメータ

VLANごとに IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デ
フォルトではイネーブルになっています。

グローバルな設定がディセーブルになっている場合

は、すべての VLANが、イネーブルかどうかに関係
なくディセーブルと見なされます。

（注）

IGMPスヌーピング

スヌーピングレイヤで IGMPパケットをフィルタ処理します。
デフォルトではディセーブルになっています。

アクセスグループ

各ポートに接続されたそれぞれのホストから送信される IGMPv3
メンバーシップレポートを、VLAN別に追跡します。デフォル
トではイネーブルになっています。

明示的な追跡

ソフトウェアが IGMP Leaveレポートを受信した場合に、IGMP
クエリーメッセージを送信することなく、グループステートを

解除できるようにします。このパラメータは、IGMPv2ホスト
に関して、各VLANポート上のホストが 1つしか存在しない場
合に使用されます。デフォルトではディセーブルになっていま

す。

高速脱退

指定した VLANのグループメンバーシップタイムアウトを設
定します。

グループタイムアウト

IGMPクエリーの送信後に待機する時間を設定します。この時
間が経過すると、ソフトウェアは、特定のマルチキャストグ

ループについてネットワークセグメント上に受信要求を行うホ

ストが存在しないと見なします。いずれのホストからも応答が

ないまま、最終メンバのクエリーインターバルの期限が切れる

と、対応するVLANポートからグループが削除されます。有効
範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒です。

最終メンバのクエリーインター

バル

指定したVLANでOptimizedMulticast Flood（OMF）を設定しま
す。デフォルトではイネーブルになっています。

Optimise-multicast-flood

指定したVLANの IGMPスヌーピングプロキシを設定します。
デフォルトは 5秒です。

Proxy

スヌーピングレイヤで IGMPパケットをフィルタ処理します。
デフォルトではディセーブルになっています。

レポートポリシー
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説明パラメータ

マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしていない場合に、インターフェイス
にスヌーピングクエリアを設定します。スヌーピングクエリ

アに次の値を設定することもできます。

•タイムアウト：IGMPv2のタイムアウト値

•インターバル：クエリー送信間の時間

•最大応答時間：クエリーメッセージのMRT

•スタートアップカウント：起動時に送信されるクエリー数

•スタートアップインターバル：起動時のクエリーインター
バル

スヌーピングクエリア

指定した VLANのロバストネス値を設定します。ロバストネス変数

各VLANに対して、マルチキャスト対応ルータに送信されるメ
ンバーシップレポートトラフィックを制限します。レポート

抑制をディセーブルにすると、すべての IGMPレポートがその
ままマルチキャスト対応ルータに送信されます。デフォルトで

はイネーブルになっています。

レポート抑制

マルチキャストルータへのスタティック接続を設定します。

ルータと接続するインターフェイスが、選択したVLANに含ま
れている必要があります。

マルチキャストルータ

VLANのレイヤ2ポートをマルチキャストグループのスタティッ
クメンバーとして設定します。

スタティックグループ

各 VLANに対して、リンクローカルグループ抑制を設定しま
す。デフォルトではイネーブルになっています。

リンクローカルグループ抑制

各 VLANに対して、IGMPv3レポート抑制およびプロキシレ
ポートを設定します。デフォルトではVLANごとに有効になっ
ています。

IGMPv3レポート抑制

指定した VLANの IGMPバージョン番号を設定します。Version
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このコンフィギュレーションモードを使用して目的の IGMPスヌーピングパラメータを設定
します。ただし、この設定は指定したVLANを明確に作成した後にのみ適用されます。VLAN
の作成については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参
照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステッ

プ 1   

IGMPスヌーピングをイ
ネーブルにします。デ

ip igmp snooping

例：
switch(config)# ip igmp snooping

ステッ

プ 2   
フォルトではイネーブル

になっています。
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目的コマンドまたはアクション

このコマンド

の no形式によ
り、グローバ

ル設定がディ

セーブルに

なっている場

合は、個々の

VLANで IGMP
スヌーピング

がイネーブル

であるかどう

かに関係な

く、すべての

VLANで IGMP
スヌーピング

がディセーブ

ルになりま

す。 IGMPス
ヌーピングを

ディセーブル

にすると、レ

イヤ 2マルチ
キャストフ

レームがすべ

てのモジュー

ルにフラッ

ディングしま

す。

（注）

VLANに対して目的の
IGMPスヌーピングパラ

vlan configuration vlan-id

例：
switch(config)# vlan configuration 2
switch(config-vlan-config)#

ステッ

プ 3   
メータを設定します。

これらの設定は、指定し

た VLANを作成するま
で適用されません。

これらのコマンドでは

IGMPスヌーピングパラ
メータを設定します。

説明オプションステッ

プ 4   
現在のVLANに対して IGMPス
ヌーピングをイネーブルにしま

す。デフォルトではイネーブル

になっています。

ip igmp snooping

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

プレフィックスリストまたは

ルートマップポリシーをベー

スとする IGMPスヌーピングレ
ポートにフィルタを設定しま

す。

ip igmp snooping access-group
{prefix-list | route-map}
policy-name interface interface
slot/port

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping access-group
prefix-list plist interface
ethernet 2/2

各ポートに接続されたそれぞれ

のホストから送信される

IGMPv3メンバーシップレポー
トを、VLAN別に追跡します。
デフォルトは、すべてのVLAN
でイネーブルです。

ip igmp snooping
explicit-tracking

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
explicit-tracking

IGMPv2プロトコルのホストレ
ポート抑制メカニズムのため

に、明示的に追跡できない

IGMPv2ホストをサポートしま
す。高速脱退がイネーブルの場

合、IGMPソフトウェアは、各
VLANポートに接続されたホス
トが 1つだけであると見なしま
す。デフォルトは、すべての

VLANでディセーブルです。

ip igmp snooping fast-leave

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping fast-leave

指定した VLANのグループメ
ンバーシップタイムアウトを設

定します。

ip igmp snooping group-timeout
{minutes | never}

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
group-timeout never

いずれのホストからも IGMPク
エリーメッセージへの応答がな

いまま、最終メンバのクエリー

インターバルの期限が切れた場

合に、対応するVLANポートか
らグループを削除します。有効

範囲は 1～ 25秒です。デフォ
ルト値は 1秒です。

ip igmp snooping
last-member-query-interval
seconds

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
last-member-query-interval 3
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

選択された VLANの OMFを最
適化します。デフォルトではイ

ネーブルになっています。

ip igmp snooping
optimise-multicast-flood

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
optimise-multicast-flood

指定したVLANの IGMPスヌー
ピングプロキシを設定します。

デフォルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-queries [mrt seconds]

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping proxy
general-queries

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、スヌーピングクエ

リアを設定します。 IPアドレ
スは、メッセージの送信元とし

て使用します。

ip igmp snooping querier
ip-address

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping querier
172.20.52.106

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、IGMPv2のスヌー
ピングクエリアタイムアウト

値を設定します。デフォルト値

は 255秒です。

ip igmp snooping
querier-timeout seconds

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
querier-timeout 300

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、スヌーピングクエ

リーインターバルを設定しま

す。デフォルト値は 125秒で
す。

ip igmp snooping query-interval
seconds

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
query-interval 120
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、クエリーメッセー

ジのスヌーピングMRTを設定
します。デフォルト値は 10秒
です。

ip igmp snooping
query-max-response-time
seconds

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
query-max-response-time 12

プレフィックスリストまたは

ルートマップポリシーをベー

スとする IGMPスヌーピングレ
ポートにフィルタを設定しま

す。

ip igmp snooping report-policy
{prefix-list | route-map}
policy-name interface interface
slot/port

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
report-policy route-map rmap
interface ethernet 2/4

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、起動時に送信され

るクエリー数に対してスヌーピ

ングを設定します。

ip igmp snooping
startup-query-count value

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
startup-query-count 5

マルチキャストトラフィックを

ルーティングする必要がないた

め、PIMをイネーブルにしてい
ない場合に、起動時のスヌーピ

ングクエリーインターバルを

設定します。

ip igmp snooping
startup-query-interval seconds

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
startup-query-interval 15000

指定したVLANのロバストネス
値を設定します。デフォルト値

は 2です。

ip igmp snooping
robustness-variable value

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
robustness-variable 5
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

マルチキャスト対応ルータに送

信されるメンバシップレポート

トラフィックを制限します。レ

ポート抑制をディセーブルにす

ると、すべての IGMPレポート
がそのままマルチキャスト対応

ルータに送信されます。デフォ

ルトではイネーブルになってい

ます。

ip igmp snooping
report-suppression

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
report-suppression

マルチキャストルータへのスタ

ティック接続を設定します。

ルータと接続するインターフェ

イスが、選択したVLANに含ま
れている必要があります。

ethernet slot/portのように、イ
ンターフェイスをタイプおよび

番号で指定できます。

ip igmp snooping mrouter
interface interface

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping mrouter
interface ethernet 2/1

VLANのレイヤ 2ポートをマル
チキャストグループのスタ

ティックメンバーとして設定し

ます。 ethernet slot/portのよう
に、インターフェイスをタイプ

および番号で指定できます。

ip igmp snooping static-group
group-ip-addr [source
source-ip-addr] interface
interface

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping static-group
230.0.0.1 interface ethernet
2/1

指定したVLANのリンクローカ
ルグループ抑制を設定します。

デフォルトではイネーブルに

なっています。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

指定した VLANの IGMPv3レ
ポート抑制およびプロキシレ

ポートを設定します。デフォル

トではVLANごとに有効になっ
ています。

ip igmp snooping
v3-report-suppression

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping
v3-report-suppression
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

指定した VLANの IGMPバー
ジョン番号を設定します。

ip igmp snooping version value

switch(config-vlan-config)#
ip igmp snooping version 2

（任意）実行コンフィ

ギュレーションをスター

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config startup-config

ステッ

プ 5   
トアップコンフィギュ

レーションにコピーしま

す。

IGMP スヌーピング設定の検証
説明コマンド

IGMPスヌーピング設定をVLAN別に表示しま
す。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id]

グループに関する IGMPスヌーピング情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] |
group [source]] [vlan vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピングクエリアをVLAN別に表示
します。

show ip igmp snooping querier [vlan vlan-id]

マルチキャストルータポートを VLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping mroute [vlan vlan-id]

IGMPスヌーピングの明示的な追跡情報をVLAN
別に表示します。

show ip igmp snooping explicit-tracking [vlan
vlan-id]

IGMP スヌーピング統計情報の表示
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報を表示できます。
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説明コマンド

IGMPスヌーピング統計情報を表示します。こ
の出力で、仮想ポートチャネル（vPC）の統計
情報を確認できます。

show ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングのフィルタが設定されると、
VLANごとに詳細な統計情報を表示します。

show ip igmp snooping {report-policy |
access-group} statistics [vlan vlan]

IGMP スヌーピング統計情報のクリア
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報をクリアできます。

説明コマンド

IGMPスヌーピングの統計情報をクリアします。clear ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングフィルタの統計情報をクリ
アします。

clear ip igmp snooping {report-policy |
access-group} statistics [vlan vlan]

IGMP スヌーピングの設定例

この項での設定は、指定された VLANを作成した後にのみ適用されます。 VLANの作成につ
いては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

（注）

次に、IGMPスヌーピングパラメータの設定例を示します。

config t
ip igmp snooping
vlan configuration 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping report-suppression
ip igmp snooping mrouter interface ethernet 2/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 2/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression
ip igmp snooping v3-report-suppression

次に、プレフィックスリストを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィル
タ処理する例を示します。

ip prefix-list plist seq 5 permit 224.1.1.1/32
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ip prefix-list plist seq 10 permit 224.1.1.2/32
ip prefix-list plist seq 15 deny 224.1.1.3/32
ip prefix-list plist seq 20 deny 225.0.0.0/8 eq 32

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 2/2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 2/3

上記の例では、プレフィックスリストは 224.1.1.1と 224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3と
225.0.0.0/8範囲でのすべてのグループを拒否しています。プレフィックスリストは、一致がない
場合は暗黙的な「拒否」になります。その他すべてを許可する場合、ipprefix-list plist seq30permit
224.0.0.0/4 eq 32を追加します。

次に、ルートマップを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィルタ処理す
る例を示します。

route-map rmap permit 10
match ip multicast group 224.1.1.1/32

route-map rmap permit 20
match ip multicast group 224.1.1.2/32

route-map rmap deny 30
match ip multicast group 224.1.1.3/32

route-map rmap deny 40
match ip multicast group 225.0.0.0/8

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 2/4
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 2/5

上記の例では、ルートマップは 224.1.1.1と 224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3と 225.0.0.0/8
範囲でのすべてのグループを拒否しています。ルートマップは、一致がない場合は暗黙的な「拒

否」になります。その他すべてを許可する場合、route-map rmap permit 50 match ip multicast
group 224.0.0.0/4を追加します。
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第 6 章

MSDP の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）を設定する手
順について説明します。

• MSDPについて, 103 ページ

• MSDPのライセンス要件, 106 ページ

• MSDPの前提条件, 106 ページ

• デフォルト設定, 106 ページ

• MSDPの設定, 107 ページ

• MSDPの設定の確認, 116 ページ

• MSDPのモニタリング, 117 ページ

• MSDPの設定例, 118 ページ

• 関連資料, 119 ページ

• Standards, 119 ページ

MSDP について
Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）を使用すると、複数のボーダゲートウェイプロトコ
ル（BGP）対応 Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモードドメイン間で、マルチキャ
スト送信元情報を交換できます。また、MSDPを使用して Anycast-RP設定を作成し、RP冗長性
およびロードシェアリングを提供できます。 BGPの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。

受信者が別のドメイン内の送信元から送信されたグループに加入する場合、ランデブーポイント

（RP）は送信元方向にPIMJoinメッセージを送信して、最短パスツリーを構築します。指定ルー
タ（DR）は、送信元ドメイン内の送信元ツリーにパケットを転送します。これらのパケットは、
必要に応じて送信元ドメイン内の RPを経由し、送信元ツリーの各ブランチを通って他のドメイ
ンへと送信されます。受信者を含むドメインでは、対象のドメインの RPが送信元ツリー上に配
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置されている場合があります。ピアリング関係は転送制御プロトコル（TCP）接続を介して構築
されます。

次の図に、4つの PIMドメインを示します。接続された RP（ルータ）は、アクティブな送信元
情報を相互に交換するため、MSDPピアと呼ばれます。各MSDPピアは他のピアにマルチキャス
ト送信元情報の独自のセットをアドバタイズします。送信元ホスト 2はグループ 224.1.1.1にマル
チキャストデータを送信します。MSDPプロセスでは、RP 6上で PIM Registerメッセージを介し
て送信元に関する情報を学習すると、ドメイン内の送信元に関する情報が、Source-Active（SA）
メッセージの一部としてMSDPピアに送信されます。 SAメッセージを受信した RP 3および RP
5は、MSDPピアに SAメッセージを転送します。 RP 5は、ホスト 1から 224.1.1.1のマルチキャ
ストデータに対する要求を受信すると、192.1.1.1のホスト 2方向に PIM Joinメッセージを送信し
て、送信元への最短パスツリーを構築します。

図 13：異なる PIM ドメインに属する RP 間の MSDP ピアリング

各RP間でMSDPピアリング設定を行うには、フルメッシュを作成します。一般的なMSDPフル
メッシュは、RP 1、RP 2、RP 3のように自律システム内に作成され、自律システム間には作成さ
れません。ループ抑制およびMSDPピア Reverse Path Forwarding（RPF）により、SAメッセージ
のループを防止するには、BGPを使用します。

PIMドメイン内で Anycast RP（ロードバランシングおよびフェールオーバーを実行するため
の RPのセット）を使用する場合、BGPを設定する必要はありません。

（注）

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS マルチキャストルーティングコンフィギュレーションガイドリ
リース 6.x

104

MSDP の設定
MSDP について



PIM Anycast（RFC 4610）を使用して、MSDPの代わりに Anycast-RP機能を提供できます。（注）

MSDPの詳細については、RFC 3618を参照してください。

SA メッセージおよびキャッシング
MSDPピアによる Source-Active（SA）メッセージの交換を通じて、アクティブな送信元に関する
情報を伝播させます。 SAメッセージには、次の情報が格納されています。

•データ送信元の送信元アドレス

•データ送信元で使用されるグループアドレス

• RPの IPアドレスまたは設定済みの送信元 ID

PIM Registerメッセージによって新しい送信元がアドバタイズされると、MSDPプロセスはその
メッセージを再カプセル化して SAメッセージに格納し、即座にすべてのMSDPピアに転送しま
す。

SAキャッシュには、SAメッセージを介して学習したすべての送信元情報が保持されます。キャッ
シングを使用すると、既知のグループの情報がすべてキャッシュに格納されるため、新たな受信

者を迅速にグループに加入させることができます。キャッシュに格納する送信元エントリ数を制

限するには、SA制限ピアパラメータを設定します。特定のグループプレフィックスに対して
キャッシュに格納する送信元エントリ数を制限するには、グループ制限グローバルパラメータを

設定します。 SAキャッシュはデフォルトでイネーブルになっており、ディセーブルにできませ
ん。

MSDPソフトウェアは 60秒おきに、または SAインターバルのグローバルパラメータの設定に
従って、SAキャッシュ内の各グループに SAメッセージを送信します。対象の送信元およびグ
ループに関する SAメッセージが、SAインターバルから 3秒以内に受信されなかった場合、SA
キャッシュ内のエントリは削除されます。

MSDP ピア RPF 転送
MSDPピアは、発信元RPから離れた場所で SAメッセージを受信し、そのメッセージの転送を行
います。このアクションは、ピア RPFフラッディングと呼ばれます。このルータは BGPまたは
MBGPルーティングテーブルを調べ、SAメッセージの発信元 RP方向にあるネクストホップピ
アを特定します。このピアを Reverse Path Forwarding（RPF）ピアと呼びます。

MSDPピアは、非 RPFピアから送信元 RPへ向かう同じ SAメッセージを受信すると、そのメッ
セージをドロップします。それ以外の場合、すべてのMSDPピアにメッセージが転送されます。

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS マルチキャストルーティングコンフィギュレーションガイドリリー
ス 6.x    

105

MSDP の設定
SA メッセージおよびキャッシング

http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc3618.txt


MSDP メッシュグループ
MSDPメッシュグループを使用すると、ピア RPFフラッディングで生成される SAメッセージ数
を抑えることができます。メッシュ内のすべてのルータ間にピアリング関係を設定してから、こ

れらのルータのメッシュグループを作成すると、あるピアから発信される SAメッセージが他の
すべてのピアに送信されます。メッシュ内のピアが受信した SAメッセージは転送されません。

ルータは複数のメッシュグループに参加できます。デフォルトでは、メッシュグループは設定

されていません。

MSDP のライセンス要件
ライセンス要件製品

MSDPには Enterprise Servicesライセンスが必要です。 Cisco NX-OSライセンス方
式の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、『Cisco NX-OS
Licensing Guide』を参照してください。

Cisco
NX-OS

MSDP の前提条件
MSDPの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコマ
ンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォ

ルト VRFに適用されます。

• MSDPを設定するネットワークに PIMが設定済みである。

デフォルト設定
次の表に、MSDPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 13：MSDP パラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ（Parameters）

ピアの説明はありません。説明

ピアは定義された時点でイネーブルになりま

す。

管理シャットダウン
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デフォルトパラメータ（Parameters）

すべてのMD5パスワードがディセーブルになっ
ています。

MD5パスワード

すべての SAメッセージが受信されます。SAポリシー IN

発信される SAメッセージには登録済みの全送
信元が含まれます。

SAポリシー（OUT）

上限は定義されていません。SAの上限

ローカルシステムの RPアドレスです。発信元インターフェイスの名前

グループの上限は定義されていません。グループの上限

60秒SAインターバル

MSDP の設定
MSDPピアリングを有効にするには、次のように、各 PIMドメイン内でMSDPピアを設定しま
す。

1 MSDPピアとして動作させるルータを選択します。

2 MSDP機能をイネーブルにします。

3 ステップ 1で選択した各ルータで、MSDPピアを設定します。

4 各MSDPピアでオプションのMSDPピアパラメータを設定します。

5 各MSDPピアでオプションのグローバルパラメータを設定します。

6 各MSDPピアでオプションのメッシュグループを設定します。

MSDPをイネーブルにする前に入力されたMSDPコマンドは、キャッシュに格納され、MSDP
がイネーブルになると実行されます。MSDPをイネーブルにするには、ipmsdp peerまたは ip
msdp originator-idコマンドを使用します。

（注）

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコ
マンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）
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MSDP 機能のイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MSDP機能をイネーブルにして、MSDPコマ
ンドを実行できるようにします。デフォル

feature msdp

例：
switch# feature msdp

ステップ 2   

トでは、MSDP機能はディセーブルになって
います。

（任意）

MSDPの実行コンフィギュレーション情報を
示します。

show running-configuration msdp

例：
switch# show
running-configuration msdp

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

MSDP ピアの設定
現在の PIMドメインまたは別の PIMドメイン内にある各MSDPピアとピアリング関係を構築す
るには、MSDPピアを設定します。最初のMSDPピアリング関係を設定すると、ルータ上でMSDP
がイネーブルになります。

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。

MSDPピアを設定するルータのドメイン内で、PIMが設定されていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MSDPピアを設定してピア IPアドレスを指定
します。ソフトウェアは、インターフェイス

ip msdp peer peer-ip-address
connect-source interface [remote-as
as-number]

ステップ 2   

の送信元 IPアドレスを使用して、ピアとの

例：
switch(config)# ip msdp peer
192.168.1.10 connect-source
ethernet 2/1 remote-as 8

TCP接続を行います。インターフェイスは
type slot/portという形式で表します。 AS番号
がローカルASと同じ場合、対象のピアはPIM
ドメイン内にあります。それ以外の場合、対

象のピアは PIMドメインの外部にあります。
デフォルトでは、MSDPピアリングはディセー
ブルになっています。

このコマンドを使用すると、MSDP
ピアリングがイネーブルになりま

す。

（注）

—ピア IPアドレス、インターフェイ
ス、および AS番号を必要に応じて

ステップ 3   

変更し、各MSDPピアリング関係に
ついてステップ 2を繰り返します。

（任意）

MSDPピアの要約情報を表示します。
show ip msdp summary [vrf [vrf-name
| all]]

例：
switch# show ip msdp summary

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

MSDP ピアパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションのMSDPピアパラメータを示します。これらのパラメータは、
各ピアの IPアドレスを使用して、グローバルコンフィギュレーションモードで設定します。
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表 14：MSDP ピアパラメータ

説明パラメータ

ピアの説明を示すストリング。デフォルトで

は、ピアの説明は設定されていません。

説明

MSDPピアをシャットダウンするパラメータ。
コンフィギュレーションの設定はこのコマンド

の影響を受けません。このパラメータを使用す

ると、ピアがアクティブになる前に、複数のパ

ラメータ設定を有効にできます。シャットダウ

ンを実行すると、その他のピアとのTCP接続は
強制終了されます。デフォルトでは、各ピアは

定義した時点でイネーブルになります。

管理シャットダウン

ピアの認証に使用されるMD5共有パスワード
キー。デフォルトでは、MD5パスワードはディ
セーブルになっています。

MD5パスワード

着信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、すべての SAメッセージが受
信されます。

ルートマップポリシーの設定方法に

ついては、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

（注）

SAポリシー IN

発信 SAメッセージのルートマップポリシー。
デフォルトでは、発信される SAメッセージに
は登録済みの全送信元が含まれます。

ルートマップポリシーの設定方法に

ついては、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

（注）

SAポリシー（OUT）

ピアで許可され、SAキャッシュに格納される
(S, G)エントリ数。デフォルトでは、上限はあ
りません。

SAの上限

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステッ

プ 1   

次のコマンドでは、MSDP
ピアパラメータを設定し

ます。

説明オプションステッ

プ 2   
ピアの説明を示すストリング

を設定します。デフォルトで

は、ピアの説明は設定されて

いません。

ip msdp description
peer-ip-address description
例：

switch(config)# ip msdp
description 192.168.1.10
peer in Engineering
network

ピアをシャットダウンしま

す。デフォルトでは、各ピア

は定義した時点でイネーブル

になります。

ip msdp shutdown
peer-ip-address
例：

switch(config)# ip msdp
shutdown 192.168.1.10

ピアのMD5パスワードをイ
ネーブルにします。デフォル

トでは、MD5パスワードは
ディセーブルになっていま

す。

ip msdp password
peer-ip-address password
例：

switch(config)# ip msdp
password 192.168.1.10
my_md5_password

着信 SAメッセージのルート
マップポリシーをイネーブル

にします。デフォルトでは、

すべての SAメッセージが受
信されます。

ip msdp sa-policy
peer-ip-address policy-name
in
例：

switch(config)# ip msdp
sa-policy 192.168.1.10
my_incoming_sa_policy in

発信 SAメッセージのルート
マップポリシーをイネーブル

にします。デフォルトでは、

発信される SAメッセージに
は登録済みの全送信元が含ま

れます。

ip msdp sa-policy
peer-ip-address policy-name
out
例：

switch(config)# ip msdp
sa-policy 192.168.1.10
my_outgoing_sa_policy out
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

ピアから受信可能な (S, G)エ
ントリ数の上限を設定しま

す。デフォルトでは、上限は

ありません。

ip msdp sa-limit
peer-ip-address limit
例：

switch(config)# ip msdp
sa-limit 192.168.1.10
5000

（任意）

MSDPピアの詳細情報を
表示します。

show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name | all]]

例：

switch(config)# show ip msdp peer 192.168.1.10

ステッ

プ 3   

（任意）

実行コンフィギュレー

ションを、スタートアッ

copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

ステッ

プ 4   

プコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

MSDP グローバルパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションのMSDPグローバルパラメータを示します。

表 15：MSDP グローバルパラメータ

説明パラメータ

SAメッセージエントリの RPフィールドで使
用される IPアドレス。 Anycast RPを使用する
場合は、すべてのRPに対して同じ IPアドレス
を使用します。このパラメータを使用すると、

各MSDPピアのRPに一意の IPアドレスを定義
できます。デフォルトでは、ローカルシステ

ムの RPアドレスが使用されます。

RPアドレスにはループバックイン
ターフェイスを使用することを推奨

します。

（注）

発信元インターフェイスの名前
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説明パラメータ

指定したプレフィックスに対して作成される

(S, G)エントリの最大数。グループの上限を超
えた場合、そのグループは無視され、違反状態

が記録されます。デフォルトでは、グループの

上限は定義されていません。

グループの上限

Source-Active（SA）メッセージを送信する間
隔。有効値の範囲は 60～ 65,535秒です。デ
フォルトは 60秒です。

SAインターバル

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

説明オプションステップ 2   

ピアの説明を示すストリングを設

定します。デフォルトでは、ピア

の説明は設定されていません。

SAメッセージエントリの RP
フィールドで使用される IPアドレ
スを設定します。デフォルトで

は、ローカルシステムの RPアド
レスが使用されます。

RPアドレスにはループ
バックインターフェイス

を使用することを推奨し

ます。

（注）

ipmsdp originator-id
interface
例：

switch(config)# ip
msdp originator-id
loopback0
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

指定したプレフィックスに対して

作成される (S, G)エントリの最大
数。グループの上限を超えた場

合、そのグループは無視され、違

反状態が記録されます。デフォル

トでは、グループの上限は定義さ

れていません。

ip msdp group-limit
limit source
source-prefix
例：

switch(config)# ip
msdp group-limit
1000 source
192.168.1.0/24

Source-Active（SA）メッセージを
送信する間隔。有効値の範囲は 60
～ 65,535秒です。デフォルトは 60
秒です。

ip msdp sa-interval
seconds
例：

switch(config)# ip
msdp sa-interval
80

（任意）

MDSPの設定のサマリー
を表示します。

show ip msdp summary [vrf [ vrf-name | all]]

例：

switch(config)# show ip msdp summary

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレー

ションを、スタートアッ

copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

ステップ 4   

プコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

MSDP メッシュグループの設定
グローバルコンフィギュレーションモードでオプションのMSDPメッシュグループを設定する
には、メッシュ内の各ピアを指定します。同じルータに複数のメッシュグループを設定したり、

各メッシュグループに複数のピアを設定したりできます。

はじめる前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、および PIMとMSDPがイネーブル
になっていることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MSDPメッシュを設定してピア IPアドレ
スを指定します。同じルータに複数のメッ

ip msdp mesh-group peer-ip-addr
mesh-name

例：
switch(config)# ip msdp mesh-group
192.168.1.10 my_mesh_1

ステップ 2   

シュを設定したり、各メッシュグループ

に複数のピアを設定したりできます。デ

フォルトでは、メッシュグループは設定

されていません。

—ピア IPアドレスを変更し、メッシュ内
の各MSDPピアについてステップ 2を
繰り返します。

ステップ 3   

（任意）

MSDPメッシュグループ設定に関する情
報を表示します。

show ip msdp mesh-group [mesh-group]
[vrf [vrf-name | all]]

例：
switch# show ip msdp mesh-group

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

MSDP プロセスの再起動

はじめる前に

MSDPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

MSDPプロセスを再起動します。restart msdp

例：
switch# restart msdp

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 2   

MSDPプロセスの再起動時に、ルートを
削除します。デフォルトでは、ルートは

フラッシュされません。

ip msdp flush-routes

例：
switch(config)# ip msdp flush-routes

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションの flush-routes
設定行を表示します。

show running-configuration | include
flush-routes

例：
switch(config)# show
running-configuration | include
flush-routes

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

MSDP の設定の確認
MSDPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

MSDP (S,G)エントリ数およびグループ数を自
律システム（AS）番号別に表示します。

show ip msdp count [as-number] [vrf [vrf-name |
all]]

MSDPメッシュグループ設定を表示します。show ip msdp mesh-group [mesh-group] [vrf
[vrf-name | all]]

MSDPピアのMSDP情報を表示します。show ip msdp peer [peer-address] [vrf [vrf-name |
all]]

RPアドレスへの BGPパス上にあるネクスト
ホップ ASを表示します。

show ip msdp rpf [rp-address] [vrf [vrf-name | all]]

MSDPで学習された送信元と、グループ上限設
定に関する違反状況を表示します。

show ip msdp sources [vrf [vrf-name | all]]
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説明コマンド

MSDPピア設定の要約を表示します。show ip msdp summary [vrf [vrf-name | all]]

MSDP のモニタリング
次に、MSDPの統計情報を、表示およびクリアするための機能について説明します。

統計情報の表示

次のコマンドを使用して、MSDP統計情報を表示できます。

説明コマンド

メモリの割り当てに関する統計

情報を表示します。

show ipmsdp [as-number] internal event-history {errors |messages}

MSDPピアのMSDPポリシー統
計情報を表示します。

show ip msdp policy statistics sa-policy peer-address {in | out} [vrf
[vrf-name | all]]

MSDP SAルートキャッシュを
表示します。送信元アドレス

を指定した場合は、その送信元

に対応するすべてのグループが

表示されます。グループアド

レスを指定した場合は、そのグ

ループに対応するすべての送信

元が表示されます。

show ip msdp {sa-cache | route} [source-address] [group-address]
[vrf [vrf-name | all]] [asn-number] [peer peer-address]

統計情報のクリア

次のコマンドを使用して、MSDP統計情報をクリアできます。

説明コマンド

MSDPピアとの TCP接続をクリアします。clear ip msdp peer [peer-address] [vrf vrf-name]

MSDPピア SAポリシーの統計情報カウンタを
クリアします。

clear ip msdp policy statistics sa-policy
peer-address {in | out} [vrf vrf-name]

MSDPピアの統計情報をクリアします。clear ipmsdp statistics [peer-address] [vrf vrf-name]
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説明コマンド

SAキャッシュ内のグループエントリをクリア
します。

clear ip msdp {sa-cache | route} [group-address]
[vrf [vrf-name | all]]

MSDP の設定例
MSDPピア、一部のオプションパラメータ、およびメッシュグループを設定するには、各MSDP
ピアで次の手順を実行します。

1 他のルータとのMSDPピアリング関係を設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/0 remote-as 8

2 オプションのピアパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp password 192.168.1.10 my_peer_password_AB

3 オプションのグローバルパラメータを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp sa-interval 80

4 各メッシュグループ内のピアを設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_1

次に、下に示したMSDPピアリングのサブセットの設定例を示します。

RP 3: 192.168.3.10（AS 7）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.1.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.2.10 connect-source ethernet 1/2
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as 9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_36
ip msdp sa-interval 80
ip msdp mesh-group 192.168.1.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.2.10 mesh_group_123
ip msdp mesh-group 192.168.3.10 mesh_group_123

RP 5: 192.168.5.10（AS 8）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.4.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.6.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as 9
ip msdp password 192.168.6.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80
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RP 6: 192.168.6.10（AS 9）

configure terminal
ip msdp peer 192.168.7.10 connect-source ethernet 1/1
ip msdp peer 192.168.3.10 connect-source ethernet 1/2 remote-as 7
ip msdp peer 192.168.5.10 connect-source ethernet 1/3 remote-as 8
ip msdp password 192.168.3.10 my_peer_password_36
ip msdp password 192.168.5.10 my_peer_password_56
ip msdp sa-interval 80

関連資料

参照先関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing
Configuration Guide』

MBGPの設定

Standards
TitleStandards

『Multicast Source Discovery Protocol (MSDP) MIB』RFC 4624
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付録 A
IP マルチキャストに関する IETF RFC

この付録には、IPマルチキャスト関連の、インターネット技術特別調査委員会（IETF）策定の
RFCを掲載しています。 IETF RFCの詳細については、http://www.ietf.org/rfc.htmlを参照してく
ださい。

• IPマルチキャストに関する IETF RFC, 121 ページ

IP マルチキャストに関する IETF RFC
次の表に、IPマルチキャストに関連する RFCを示します。

TitleRFC

Internet Group Management Protocol（インターネット
グループ管理プロトコル）

RFC 2236

管理用スコープの IPマルチキャストRFC 2365

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC 2858

Internet Group Management Protocol（インターネット
グループ管理プロトコル）

RFC 3376

『Anycast Rendezvous Point (RP) mechanism using
Protocol IndependentMulticast (PIM) andMulticast Source
Discovery Protocol (MSDP)』

RFC 3446

Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）RFC 3618

『Protocol Independent Multicast - Sparse Mode
(PIM-SM): Protocol Specification (Revised)』

RFC 4601
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http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc3618.txt
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TitleRFC

『Anycast-RP Using Protocol Independent Multicast
(PIM)』

RFC 4610

『Bootstrap Router (BSR) Mechanism for Protocol
Independent Multicast (PIM)』

RFC 5059

『IP Multicast MIB』RFC 5132
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付録 B
Cisco NX-OS のマルチキャストに関する設定
の上限

この付録では、Cisco NX-OSのマルチキャストに関する設定の制限について説明します。

• 設定の制限値, 123 ページ

設定の制限値
Cisco NX-OSがサポートする機能には、設定の最大制限があります。一部の機能には、サポート
している上限値がこの最大制限を下回る設定のものもあります。

設定の制限は、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』に記載されています。
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